
（3詆に関連記事関連記事） （3詆に関連記事） 

命を守る防災防災ずきん 
誠心保育園誠心保育園 

命を守る防災防災ずきん 
誠心保育園誠心保育園 

命を守る防災ずきん 
誠心保育園 

景観計画・景観条例施行 
覚えてください！津波避難ビル 
 9月は環境美化月間 
新しい農業委員が決定 
健やかまるがめ21 後期計画 
丸亀っ子21人は海を越えて…… 
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市民 

事業者 行政 

と
う
と
う 
し
ょ
し
ょ 

●
海
・
島
嶼
エ
リ
ア
＝
塩
飽
諸
島
と

●
海
・
島
嶼
エ
リ
ア
＝
塩
飽
諸
島
と

　
そ
の
周
辺
海
域

そ
の
周
辺
海
域 

●
臨
海
エ
リ
ア
＝
瀬
戸
内
海
に
臨
む

●
臨
海
エ
リ
ア
＝
瀬
戸
内
海
に
臨
む

　
浜
と
埋
立
地

　
浜
と
埋
立
地 

●
都
心
エ
リ
ア
＝
丸
亀
城
を
核
と
す

●
都
心
エ
リ
ア
＝
丸
亀
城
を
核
と
す

　
る
旧
城
下
町
の
う
ち
、
中
心
的
都

　
る
旧
城
下
町
の
う
ち
、
中
心
的
都

　
市
機
能
が
集
積
す
る
市
街
地

　
市
機
能
が
集
積
す
る
市
街
地 

●
丸
亀
城
歴
史
エ
リ
ア
＝
丸
亀
城
旧

●
丸
亀
城
歴
史
エ
リ
ア
＝
丸
亀
城
旧

　
外
濠
内
の
官
公
庁
が
多
い
と
こ
ろ

　
外
濠
内
の
官
公
庁
が
多
い
と
こ
ろ 

●
周
辺
市
街
地
エ
リ
ア
＝
都
心
エ
リ

●
周
辺
市
街
地
エ
リ
ア
＝
都
心
エ
リ

　
ア
の
外
側
の
市
街
地

　
ア
の
外
側
の
市
街
地 

●
田
園
エ
リ
ア
＝
周
辺
市
街
地
エ
リ

●
田
園
エ
リ
ア
＝
周
辺
市
街
地
エ
リ

　
ア
の
西
部
・
南
部
の
田
園
地
帯

　
ア
の
西
部
・
南
部
の
田
園
地
帯 

●
山
麓
エ
リ
ア
＝
青
ノ
山
か
ら
飯
野

●
山
麓
エ
リ
ア
＝
青
ノ
山
か
ら
飯
野

　
山
、
城
山
、
綾
歌
三
山
な
ど

　
山
、
城
山
、
綾
歌
三
山
な
ど 

景観形成景観形成7つのエリアつのエリア 

そ
と
そ
と 

ご
う
ご
う 

さ
ん
さ
ん 

ろ
く
ろ
く 

と
う 
し
ょ 

都
市
計
画

都
市
計
画
課
蘂
2
4
2
4
―
8
8
1
2

8
8
1
2

親
し
み
と
愛
着
愛
着
、誇
り
あ
る
景
観
景
観
を
目
指
目
指
し
て 

景
観
計
画

景
観
計
画
・
景
観
条
例
施
行

景
観
条
例
施
行 

都
市
計
画
課
蘂
2
4
―
8
8
1
2

親
し
み
と
愛
着
、誇
り
あ
る
景
観
を
目
指
し
て 

景
観
計
画
・
景
観
条
例
施
行 

～事前協議および届け出が必要な建築物などの基準～ 

　
市
で
は
、
丸
亀
ら
し
い
魅
力
あ
る
景
観
づ
く
り
に
向
け
て
、

　
市
で
は
、
丸
亀
ら
し
い
魅
力
あ
る
景
観
づ
く
り
に
向
け
て
、
１０
月
１
日
か

月
１
日
か

ら
景
観
計
画
と
景
観
条
例
を
施
行
し
ま
す
。

ら
景
観
計
画
と
景
観
条
例
を
施
行
し
ま
す
。 

　
美
し
い
町
並
み
、
か
け
が
え
の
な
い
自
然
、
豊
か
な
歴
史
や
文
化

　
美
し
い
町
並
み
、
か
け
が
え
の
な
い
自
然
、
豊
か
な
歴
史
や
文
化
的
な
景

的
な
景

観
は
、
将
来
に
わ
た
る
市
民
一
人
一
人
の
共
有
財
産
で
す
。
市
民
の

観
は
、
将
来
に
わ
た
る
市
民
一
人
一
人
の
共
有
財
産
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

と
一
緒
に
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
、進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

◎
景
観
計
画

◎
景
観
計
画
と
は 

　
平
成
平
成
16
年
に
施
行
さ
れ

年
に
施
行
さ
れ

た
、
景
観
に
関
す
る
総
合

た
、
景
観
に
関
す
る
総
合

的
な
法
律
「
景
観
法
」
に

的
な
法
律
「
景
観
法
」
に

基
づ
き
、
良
好
な
景
観
形

基
づ
き
、
良
好
な
景
観
形

成
に
関
す
る
ル
ー
ル
や
手

成
に
関
す
る
ル
ー
ル
や
手

続
き
な
ど
を
定
め
た
も
の

続
き
な
ど
を
定
め
た
も
の

で
す
。
市
内
全
域
を
７
つ

で
す
。
市
内
全
域
を
７
つ

の
エ
リ
ア
に
分
類
し
て
、

の
エ
リ
ア
に
分
類
し
て
、

エ
リ
ア
ご
と
の
景
観
形
成

エ
リ
ア
ご
と
の
景
観
形
成

の
方
針
に
よ
り
、
建
物
や

の
方
針
に
よ
り
、
建
物
や

工
作
物
を
建
て
る
と
き
に

工
作
物
を
建
て
る
と
き
に
、

事
前
協
議
や
届
け
出
が
義

事
前
協
議
や
届
け
出
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
。

務
付
け
ら
れ
ま
す
。 

　
市
で
は
、
丸
亀
ら
し
い
魅
力
あ
る
景
観
づ
く
り
に
向
け
て
、
１０
月
１
日
か

ら
景
観
計
画
と
景
観
条
例
を
施
行
し
ま
す
。 

　
美
し
い
町
並
み
、
か
け
が
え
の
な
い
自
然
、
豊
か
な
歴
史
や
文
化
的
な
景

観
は
、
将
来
に
わ
た
る
市
民
一
人
一
人
の
共
有
財
産
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
、進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

10月1日から ◎
景
観
計
画
と
は 

　
平
成
16
年
に
施
行
さ
れ

た
、
景
観
に
関
す
る
総
合

的
な
法
律
「
景
観
法
」
に

基
づ
き
、
良
好
な
景
観
形

成
に
関
す
る
ル
ー
ル
や
手

続
き
な
ど
を
定
め
た
も
の

で
す
。
市
内
全
域
を
７
つ

の
エ
リ
ア
に
分
類
し
て
、

エ
リ
ア
ご
と
の
景
観
形
成

の
方
針
に
よ
り
、
建
物
や

工
作
物
を
建
て
る
と
き
に
、

事
前
協
議
や
届
け
出
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
。 

●
海
・
島
嶼
エ
リ
ア
＝
塩
飽
諸
島
と

　
そ
の
周
辺
海
域 

●
臨
海
エ
リ
ア
＝
瀬
戸
内
海
に
臨
む

　
浜
と
埋
立
地 

●
都
心
エ
リ
ア
＝
丸
亀
城
を
核
と
す

　
る
旧
城
下
町
の
う
ち
、
中
心
的
都

　
市
機
能
が
集
積
す
る
市
街
地 

●
丸
亀
城
歴
史
エ
リ
ア
＝
丸
亀
城
旧

　
外
濠
内
の
官
公
庁
が
多
い
と
こ
ろ 

●
周
辺
市
街
地
エ
リ
ア
＝
都
心
エ
リ

　
ア
の
外
側
の
市
街
地 

●
田
園
エ
リ
ア
＝
周
辺
市
街
地
エ
リ

　
ア
の
西
部
・
南
部
の
田
園
地
帯 

●
山
麓
エ
リ
ア
＝
青
ノ
山
か
ら
飯
野

　
山
、
城
山
、
綾
歌
三
山
な
ど 

景観形成7つのエリア 

そ
と 

ご
う 

さ
ん 

ろ
く 

◎
事
前
協
議
と 

　
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す 

　
景
観
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
建

物
や
工
作
物
、
広
告
物
の
新
築
・
増

築
・
改
築
・
色
彩
の
変
更
を
行
う
と

き
は
、
工
事
着
手
の
60
日
前
ま
で
に
、

都
市
計
画
課
に
協
議
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
景
観
に
関
す
る
事
前
協
議
を
行
い
、

工
事
着
手
の
30
日
前
ま
で
に
、景
観
法

に
基
づ
く
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　今後は、景観計画・景観条例を　今後は、景観計画・景観条例を
中心に、市民・事業者・行政が一中心に、市民・事業者・行政が一
体となって、丸亀らしい景観づく体となって、丸亀らしい景観づく
りを進めていきます。りを進めていきます。 
　景観計画や景観条例は市ホーム　景観計画や景観条例は市ホーム
ページでもご覧いただけます。詳ページでもご覧いただけます。詳
しくは都市計画課へ。しくは都市計画課へ。 

　今後は、景観計画・景観条例を
中心に、市民・事業者・行政が一
体となって、丸亀らしい景観づく
りを進めていきます。 
　景観計画や景観条例は市ホーム
ページでもご覧いただけます。詳
しくは都市計画課へ。 

丸亀城 
歴史エリア 

都心 
エリア 

一　般 
工作物 

高架橋 
など 

線　橋 

開発行為 

広 告 物 

建 築 物 

対象物 態　　　　　様 
景観計画で定める景観エリア 

工
　
作
　
物 

その他の 
エリア 

軒高が7ｍを超え、または延べ床面
積が500㎡を超えるもの 

延べ床面積が1000㎡を超え、かつ
軒高が13ｍ以下のもの 

地上からの高さが5ｍを超える高架
道路、高架鉄道、横断歩道橋 

幅員が10ｍを超え、またはその延長
が20ｍを超えるもの 

面積が1000㎡を超え、または法面
および擁壁の高さが5ｍを超え、か
つ長さが10ｍを超えるもの 

地上からの高さが10ｍを超え、また
は表示面積の合計が25㎡を超える
もの 

地上からの高さが10ｍ（当該広告物
が建築物などと一体になって設置さ
れる場合にあっては、その高さが地
上から13ｍ）を超え、または表示面
積の合計が100㎡を超えるもの 

軒高が13ｍを超えるもの 

地上からの高さが10ｍを超えるもの 

地上からの高さが13ｍを超えるもの 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

─ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

─ 

─ 

─ ─ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

災害の
時 

覚えて
くださ

い！ 津
波避難

ビル 
笳 

▲頭部をしっかりと 
　守ります 

蜻イスの背もたれに取り 
　付けたカバーから取り 
　出します 

危機管理課 蘂25-4006

　東日本大震災では、地震による津波で大きな被害が

発生しました。今後30年以内に高い確率で発生すると言われてい

る東南海・南海地震は、丸亀市でも津波の被害が予想されます。 

　市では、津波警報発令時に一時的に避難できる、津波避難ビルを指定しま

した。この避難ビルは『まず自分の命を守る』ための緊急避難場所です。家
族で津波避難ビルの場所を確認し、いざという時に行動できるよう話し合っ

てください。 

　津波警報や河川洪水警報、避難
勧告など災害発生時の緊急情報を、
市内のＮＴＴドコモの携帯電話利
用者にメールでお知らせします。

受信料や月額使用料
は無料です。対応機
種や設定方法など詳
しくは、ＮＴＴドコモ
ホームページでご確
認ください。 

　市では、地震などの発生
時に子どもたちが安全に避
難できるよう、市内すべて
の保育所、幼稚園、小・中学
校や障害者施設などに防災
ずきんを配備しました。競
艇事業の収益を使って購入
した約1万6400個は、難
燃性の素材を使用しており、
火災の時にも活用できます。 

子どもたちの命を守る防災ずきん 緊急速報　　　　 を導入 エリアメール 

笊ＳＫビルディング 
　中讃ケーブルテレビ 
　（天満町） 
笆オークラホテル丸亀 
　（富士見町） 

笳藤井学園ユリーカホール 
　（新浜町） 
笘丸亀魚市場 
　（港町） 

笙丸亀駅 
　（新町） 
笞創価学会丸亀文化会館 
　（塩屋町） 

笶市営平山ハイツ 
　（北平山町） 
筐猪熊弦一郎現代美術館 
　（浜町） 
　　　　―順不同－ 

笵丸亀スターボウル 
　（土器町東） 
笨市営富士見団地 
　（富士見町） 

笊  

笆  

笳  

笘  

笙  

笞  

笵  

笨  

笶  

筐  
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笆オークラホテル丸亀丸亀 笆オークラホテル丸亀 



　
町
内
で
年
２
回
の
一
斉
清
掃 

　
郡
家
地
区
で
は
、
夏
と
冬
の
年
２

回
「
郡
家
一
斉
清
掃
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
８
月
に
行
っ
た
一
斉
清
掃
に
、

郡
家
内
の
原
地
区
連
合
自
治
会
か
ら

は
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
約
10
年
前
か
ら
清
掃
活
動
を
行
っ

て
い
る
河
西
栞
さ
ん
礇
に
よ
る
と
、

空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
袋
に
入

っ
た
食
べ
残
し
の
弁
当
箱
な

ど
が
多
い
そ
う
で
す
。「
ご
み

を
捨
て
な
い
と
い
う
当
た
り

前
の
こ
と
を
、
一
人
一
人
心

掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
」

と
話
す
河
西
さ
ん
。 

　
ま
た
、
ご
み
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域

の
活
動
や
秋
ま
つ
り
な
ど
の
行
事
に

も
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
、
若
い
人

に
も
参
加
し
て
ほ
し
い
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。 

　
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
で 

　
公
共
の
場
所
や
空
き
地
な
ど
に
、

空
き
缶
や
た
ば
こ
な
ど
の
ご
み
の
ポ

イ
捨
て
が
な
く
な
り
ま
せ
ん
。 

　
外
出
時
に
出
た
ご
み
は
持
ち
帰
り
、

屋
外
で
喫
煙
す
る
と
き
は
、
携
帯
用

吸
殻
入
れ
を
持
参
し
た
り
、喫
煙
コ
ー

ナ
ー
を
利
用
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。 

　
土
居
の
町
は
花
の
街 

　
長
年
、
土
居
町
内
に
あ
る
さ
わ
や

か
ロ
ー
ド
や
清
水
川
土
手
の
清
掃
活

動
を
続
け
、
参
加
の
呼
び
掛
け
を
行

っ
て
い
る
近
藤
顯
一
さ
ん
祗
。
月
２

回
発
行
し
て
い
る
「
広
報
土
居
の
町

は
花
の
街
」で
、各
世
帯
の
庭
な
ど
に

咲
く
花
を
紹
介
し
、
花
を
通
し
て
地

域
の
交
流
を
図
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
ま
た
、町
内
の
夏
ま
つ
り
に
は
、地

域
の
人
々
が
育
て
た
花
を
持
ち
寄
り

来
場
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
ア
ジ
サ
イ
や
竜
の
ヒ
ゲ
、

折
鶴
ラ
ン
な
ど
約
３
０
０
鉢

が
集
ま
り
提
供
さ
れ
ま
し
た
。 

　「
今
後
は
、春
の
時
期
に
も

夏
ま
つ
り
と
同
様
に
花
を
提

供
し
、
花
を
通
じ
て
地
域
の

連
携
や
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

を
行
い
た
い
で
す
ね
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。 

　
所
有
地（
空
き
地
）を
き
れ
い
に 

　
所
有
地
の
庭
木
や
雑
草
を
生
い
茂

っ
た
ま
ま
放
置
す
る
と
、害
虫
が
発
生

し
た
り
、ご
み
の
不
法
投
棄
場
所
や
野

犬
の
す
み
か
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。 

　
所
有
者
は
、
周
辺
の
生
活
環
境
を

快
適
に
す
る
た
め
、
土
地
の
適
正
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ゴ
ー
ヤ
を
食
べ
つ
く
そ
う 

　
地
域
の
人
た
ち
が
緑
の
カ
ー
テ
ン

で
育
て
た
ゴ
ー
ヤ
約
30
本
を
持
ち
寄

り
、
「
第
２
回
ゴ
ー
ヤ
の
試
食
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ

ル
や
サ
ラ
ダ
、
お
ひ
た
し
、
天
ぷ
ら
、

佃
煮
、
ゴ
ー
ヤ
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
、
ゴ

ー
ヤ
づ
く
し
の
料
理
を
食
べ
た
参
加

者
は
「
苦
味
が
あ
ま
り
な
く
お
い
し

い
」
「
料
理
す
る
の
も
食
べ
る
の
も

楽
し
い
」
「
夏
バ
テ
防
止
に
な
る
」

な
ど
、
ゴ
ー
ヤ
料
理
に
大
満
足
の
様

子
で
し
た
。
日
差
し
防
止
や
料
理
な

ど
、
２
度
楽
し
め
る
緑
の
カ
ー
テ
ン

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

　
緑
の
カ
ー
テ
ン
結
果
募
集 

　
各
家

庭
、
事

業
所
、

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

セ
ン
タ

ー
、
小

学
校
、

保
育
所

な
ど
５

５
０
件
以
上
の
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

へ
の
参
加
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
か
ら
の
写
真
や
室
内
温
度
、
電
気

量
の
変
化
、
気
づ
い
た
事
な
ど
の
感

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

【
あ
て
先
】 

〒
７
６
３
―
８
５
０
１
市
生
活
環
境

部
環
境
課「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」応
募
係

へ
郵
送
か
薨
２
４
―
８
８
３
２
、
Ｅ

メ
ー
ル
（k

a
n
k
y
o
-k
@
c
ity
.m
a
r
u
 

g
a
m
e
.lg
.jp

）
で
受
け
付
け
。 

緑のカーテンの 
城北コミュニティ 

楽 し み 方  

土居町老人クラブ会長・近藤　顯一さん 原地区連合自治会長・河 西 　栞さん 

ごみを捨てない心掛け 

一人一人が 
　　　できることから 
　　　　　　　 始めよう 

花いっぱいのまちづくり 

　市は、平成１７年3月２２日に「丸亀市
まちをきれいにする条例」を施行し、
9月を環境美化月間と定めています。 

9月は 環境美化月間 環境課 蘂24-8836

　

野
外
焼
却 

法
律
で
禁
止 

　
野
外
焼
却
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
野
外
焼
却
（
農
作
業

に
伴
う
焼
却
な
ど
一
部
例
外
と
な
る

場
合
を
除
く
）
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、

必
ず
指
定
の
日
や
場
所
に
出
し
ま
し

ょ
う
。 

　

ペ
ッ
ト
の
「
ふ
ん
」 

　

ど
う
し
て
い
ま
す
か 

　
道
路
や
公
園
な
ど
に
犬
の
ふ
ん
が

放
置
さ
れ
、
困
っ
て
い
る
と
い
う
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ふ
ん
の

後
始
末
は
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
で
す
。

散
歩
時
は
、
必 

ず
処
理
用
品
を 

携
帯
し
て
ふ
ん 

を
持
ち
帰
り
、 

犬
を
鎖
か
ら
放

さ
な
い
よ
う
に 

し
ま
し
ょ
う
。 

　

環
境
美
化
推
進
員
に
ご
協
力
を 

　
各
地
区
の
環
境
美
化
に
熱
意
の
あ

る
人
で
、
地
域
の
巡
回
や
清
掃
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

環
境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋 

　
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
が
、
道
路
・
河
川
な
ど
公
共
の
場

所
を
清
掃
す
る
場
合
に
「
環
境
美
化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
」
を
支
給
し
て
い

ま
す
。 

◎
申
請
場
所
＝
環
境
課
、
綾
歌
・
飯

　
山
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
、
本
島
・

　
広
島
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
コ
ミ
ュ

　
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

環
境
美
化
月
間
開
催
行
事 

●
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
功
績
者
・

　
環
境
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
表
彰
、
環

　
境
講
演
会 

日
時
＝
9
月
２８
日
貉
午
後
2
時 

場
所
＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
3
階 

内
容
＝
譛
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
・
杉
中

　
輝
明
専
門
員
に
よ
る
「
省
エ
ネ
事

　
例
に
見
る
省
エ
ネ
・
節
電
対
策
」 

料
金
＝
無
料 

●
環
境
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ネ
ル
展 

蘆
飯
山
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階 

日
時
＝
9
月
5
日
豺
〜
9
日
貊 

蘆
市
役
所
本
館
１
階 

日
時
＝
9
月
１２
日
豺
〜
１６
日
貊 

蘆
綾
歌
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階 

日
時
＝
9
月
２０
日
貂
〜
２６
日
豺 

蘆
ゆ
め
タ
ウ
ン
丸
亀
2
階
展
示
ス
ペ

　
ー
ス 

日
時
＝
１０
月
１
日
貍
〜
１３
日
貅 

考
え
よ
う 

  

身
の
周
り
の
環
境
問
題 

5 4

毎月1日は「市民一斉清掃の日」 地域ぐるみの美化運動 

清掃活動清掃活動に取り組む人々人々 清掃活動に取り組む人々 

ゴーヤ料理を作る参加者 

様々様々な植物植物が配られました（高木神社高木神社） 様々な植物が配られました（高木神社） 



　
任
期
満
了
に
よ
る
農
業
委
員
選
挙
が
、
７

月
３
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
４
選
挙
区
全
て
が
無
投
票
当
選

と
な
り
、
選
挙
に
よ
る
委
員
30
人
、
農
業
協

同
組
合
・
農
業
共
済
組
合
・
土
地
改
良
区
の

推
薦
に
よ
る
４
人
と
議
会
が
推
薦
し
た
学
識

経
験
者
４
人
の
選
任
に
よ
る
委
員
８
人
の
合

計
38
人
が
下
記
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
任
期
は
７
月
20
日
か
ら
平
成
26
年 

７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。
農
業
委
員

は
、
農
業
の
担
い
手
育
成
や
農
地
の
有
効
利

用
を
促
進
し
、
農
家
・
農
業
団
体
の
声
を
農

業
施
策
に
反
映
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

　
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

●
会
長
…
宮
武
利
夫 

●
副
会
長
…
村
山
均
、
三
谷
光
良 

●
農
地
部
会
長
…
直
井
德
正 

●
農
地
副
部
会
長
…
中
　
博
幸 

●
農
政
部
会
長
…
　
尾
貞
夫 

●
農
政
副
部
会
長
…
喜
田
和
義 

農
業
委
員
会
事
務
局
蘂
2
4
―
8
8
2
6

新
し
い
農
業
委
員
が
決
定 

就活・職業相談会 まち 
 かど 

廣瀬　　正 

宮武　利夫 

福井　幸保 

山内　金黄 

直井　德正 

渕　　正美 

大西　光男 

豊嶋　　弘 

福山　　弘 

松村　武俊 

青木　　喬 

喜田　和義 

田中　和一 

葛原　正治 

白川　壽典 

横山　　融 

黒木　俊一 

村山　　均 

淘江　雄幸 

今津町 

金倉町 

中津町 

柞原町 

田村町 

土器町東三丁目 

土器町西二丁目 

川西町北 

川西町南 

郡家町 

三条町 

飯野町東分 

飯野町東二 

垂水町 

垂水町 

綾歌町岡田上 

綾歌町岡田下 

綾歌町岡田東 

綾歌町岡田西 

選挙委員３０人 松本　嘉文 

　尾　貞夫 

水澤　幸造 

田中　郁宏 

林　 俊照 

金澤　元大 

大林　正彦 

三谷　光良 

三原　稜雄 

中　　博幸 

平尾　榮一 

 

田村　元良 

宮武　雅毅 

安森　　昭 

山岡　茂美 

松永　恭二 

松浦　正武 

　木　新仁 

三谷　節三 

綾歌町栗熊東 

綾歌町栗熊西 

綾歌町富熊 

綾歌町富熊 

飯山町真時 

飯山町川原 

飯山町東坂元 

飯山町東坂元 

飯山町上法軍寺 

飯山町下法軍寺 

飯山町東小川 

 

中府町一丁目 

金倉町 

綾歌町岡田東 

飯山町上法軍寺 

川西町北 

金倉町 

綾歌町富熊 

飯山町東坂元 

選任委員8人 

農業委員名簿（氏名・住所） 

市特別職報酬等審議会委員 

委 員 の  
任 　 務  

応募用紙 
など　　 

応募用紙に必要事項を記入し、行政管理課
へ提出。（郵送、直接持参、メールなど）。 

行政管理課、各市民総合センターに設置。
市ホームページでも入手可。 

応募方法 

応募資格 

市長、副市長および教育長の給料や市議会
議員の報酬と政務調査費のうち、市長から
諮問された事項を調査・審議。 

市内に居住、通勤か通学する20歳以上の人。
ただし、２つ以上の市の審議会や懇談会な
どの委員を務めている人は除く。 

選考方法 応募用紙の記載内容を総合的に審査して選
考（結果は全員に通知）。 

締め切り ９月16日貊午後５時必着 

問い合わせ 行政管理課（蘂24-8841） 

任　　期 諮問から答申までの期間 

募集人員 １人 

平成23年度 募集 審 議 会 等 委 員 

　市では、無料の職業

相談会を開催します。

　若者から高齢者まで

の求職者が対象です。

高校・大学・専門学校

などに在学中の人、本

人だけでなくその家族

も利用できます（予約可）。 

　また、生活福祉資金の相談会も同日開催します。 

●日時＝９月27日貂午前10時～正午、午後１時～

　５時 

●場所＝中央図書館会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●その他＝相談は一人30分程度 

●問い合わせ＝産業振興課（蘂24-8844） 

生きものすべてのきものすべての 下水道下水道 いのちのわいのちのわ 生きものすべての 

１２ 

水洗化工事のお願い 

雨水を上手に活用しよう 

合併処理浄化槽を設置しよう 

　下水道整備地域では、各
家庭の排水設備を下水道に
接続しなければなりません。
特にくみ取り便所は3年以
内、浄化槽式トイレは早期
の水洗化が法律で義務づけ
られています。 

　市は、排水設備
の改造工事に、無
利子の融資あっせ
ん制度（10万円～
70万円）を設けて
います。ただし、
下水道の供用開始
から3年以内の工
事に限ります。 

　「9月10日」は下水道の日 
　下水道は、自然や生活環境をよくする公共の財産です。
水洗化工事をして、身近な水環境を守っていきましょう。 

《浄化槽転用雨水貯留施設》 

新設雨水貯留槽新設雨水貯留槽 新設雨水貯留槽 

　下水道の未整備地域では、し
尿と生活雑排水を併せて処理す
る合併処理浄化槽を設置しまし
ょう。設置費用の一部を補助す
る制度や無利子の融資あっせん
制度（50万円まで）があります。 
　また、合併処理浄化槽を設置

する際、同一
場所にある単
独処理浄化槽
を撤去する助
成制度（9万
円まで）もあ
ります。 

　下水道に接続することで不用に
なった浄化槽を改造し、雨水を上
手に活用してみませんか。雨水貯
留施設の改造工事に要する費用の
2分の1（上限5万円）までは補助
制度があります。
また、雨水貯留槽
新設にも補助制度
があります。 

 

「下水道の日」優秀ポスター展 
蘆9月5日豺～9日貊 
　市役所本館1階ロビー 
蘆9月12日豺～16日貊 
　綾歌市民総合センター 
　1階ロビー 
蘆9月20日貂～27日貂 
　飯山市民総合センター 
　1階ロビー 

　
「
丸
亀
市
公
共
下
水
道
」
に
つ
い

て
中
讃
広
域
都
市
計
画
下
水
道
の
変

更
案
を
閲
覧
し
て
い
た
だ
き
、
様
々

な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
場
と
し
て
次

の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。 

《
素
案
の
閲
覧
》 

日
時
＝
9
月
1
日
貅
〜
１５
日
貅（
土
、

　
日
曜
は
除
く
）
午
前
8
時
半
〜
午

　
後
5
時
１５
分 

場
所
＝
都
市
計
画
課 

《
公
聴
会
》 

日
時
＝
１０
月
3
日
豺
午
後
2
時 

場
所
＝
市
役
所
本
館
2
階
第
1
会
議
室 

そ
の
他
＝
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、

　
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
傍
聴
人
は
発
言
で
き
ま
せ

ん
。 

《
公
聴
会
で
の
公
述
の
申
し
出
》 

　
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
た
い
人
は
、

9
月
１６
日
貊
（
当
日
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
公
述
申
請
書
と
公
述
の
要
旨

（
8
0
0
字
以
内
）
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

提
出
先
＝
都
市
計
画
課
（
〒
7
6
3

―
8
5
0
1
　

大
手
町
2
―
3
―
1
）

※
公
述
の
申
し
出
が
多
数
の
場
合
は
、

時
間
の
制
限
や
公
述
人
の
選
定
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
公
述
の
申
し
出
が

な
か
っ
た
場
合
は
、
公
聴
会
の
開
催

を
中
止
し
ま
す
。 

都
市
計
画
課
 

蘂
2
4
―
8
8
1
2

中
讃
広
域
都
市
計
画 

下
水
道
変
更
の
公
聴
会 

 

台所 洗濯 風呂 トイレ 

単独処理 
浄化槽 

トイレからの 
汚れ：13ｇ 

生活雑排水の 
汚れ：27ｇ 

処理水の 
汚れ：5ｇ 

合計：32ｇ！！ 

単独処理浄化槽 

台所 洗濯 風呂 トイレ 

トイレからの 
汚れ：13ｇ 

合併処理 
浄化槽 

処理水の 
汚れ：4ｇ 

生活雑排水の 
汚れ：27ｇ 

合併処理浄化槽 

下水道 いのちのわ 
下水道課 蘂24-8850

トイレの水洗化 
お願いします 

打ち水に 
花壇の水やりに 

洗車に 

67

スイスイくん 

蘆融資あっせん制度 
　（無利子） 

雨どい 

水中ポンプ 

電源 
コンセント 

相　談　内　容 協　力　機　関 

職業相談 ハローワーク丸亀 

生活福祉資金相談 丸亀市社会福祉協議会 

キャリア・カウンセリ
ングなど 

さぬき若者サポートス
テーション 

職業適性診断 雇用・能力開発機構香
川センター 



受講生募集 

　
市
で
は
、
健
康
づ
く
り
の
基
本
と

な
る
健
康
増
進
計
画「
健
や
か

ま
る

が
め
21
」
を
平
成
19
年
に
策
定
し
、

こ
の
計
画
に
基
づ
き
健
康
づ
く
り
の

支
援
を
し
て
い
ま
す
。 

　
計
画
の
推
進
期
間
は
、
平
成
19
年

度
か
ら
28
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
す
。

中
間
年
に
あ
た
る
今
年
度
は
見
直
し

の
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
情
勢

の
変
化
や
国
の
施
策
の
見
直
し
、市
民

の
意
識
の
変
化
な
ど
を
考
慮
し
、今
後

５
年
間
の
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、去
年
、市
民
５
０
０
０
人

を
対
象（
回
収
２
８
５
２
人
、回
収
率

57
・
０
％
）
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
か
ら
見
え
て

き
た
傾
向
と
、今
後
の
課
題
、方
向
性

を
次
の
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
市
民
、団
体
な
ど
と
行
政
が 

　
「
協
働
」
で
推
進 

　
こ
の
計
画
の
大
き
な
目
標
は
３
つ

あ
り
ま
す
。 

①
地
域
・
家
庭
・
友
人
な
ど
と
の
交

流
を
大
切
に
す
る
。 

②
自
分
ら
し
く
自
立
し
た
生
活
を
送

り
た
い
。 

③
明
る
く
穏
や
か
な
生
活
を
送
り
た

い
。 

　
こ
れ
ら
の
目
標
に
向
か
っ
て
、市
民

一
人
一
人
や
家
庭
、地
域
、行
政
が
「
協

働
」
で
計
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
後
期
計
画
策
定
な
ど
計
画
の
審
議

は
推
進
会
議
が
行
い
、
計
画
の
推
進

は
、
市
民
31
人
で
つ
く
る
市
民
会
議

が
行
い
ま
す
。
市
民
会
議
は
「
心
の

健
康
」
「
運
動
」
「
食
事
」
「
健
康
管

理
」「
地
域
・
環
境
」の
５
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
重
ね
な
が
ら
「
健
や
か

ま
る
が

め
21
講
座
」の
企
画
や
開
催
、啓
発
用

チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
な
ど
、

計
画
の
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

住
民
参
画
で
策
定
し
て
い
ま
す 

健
康
増
進
計
画 

｢

健
や
か

ま
る
が
め
21｣

 

受けて良かった！ 

後
期
計
画 

平成24年3月31日まで 子宮頸がん予防ワクチン 
中学1年生～高校2年生の女子 

高校2年生は9月末までに1回以上 
受けていないと、それ以後は有料と 
なります。 

9月30日までに1回以上受けましょう 
無料 

健康課 蘂24-8806

丸
亀 
丸
亀 
丸
亀 
丸
亀 

89

企画・運営のパートナー募集 

市民ライフアップ講座 

申込期間＝9月3日貍～16日貊午前9時～午後5時 
対　　象＝市内在住または市内に通学する人 
申込方法＝生涯学習センター2階の地域振興課か
　　　　　飯山総合学習センターに直接来所して
　　　　　申し込んでください（電話は不可）。 
●生涯学習センターは、9月4日豸、10日貍、11日豸、
　飯山総合学習センターは、5日豺､12日豺が休
　館のため受け付けできません。 

●詳しくは、各コミュニティセンター・市役所・飯山総合学習センター・生涯学習センターに置いているパンフレットをご覧ください。 

▲飯山地区主催チャレンジデーに合わせて行われた「健やか まるがめ21講座  
　スロートレーニング」 5月25日 

概念図 

講　座　名 

わくわく親子 
科 学 体 験  
（後期） 

わ く わ く  
科 学 教 室  
（後期） 

親子で楽しく！ 
手 作り絵 本  

日　　時 場　　所 定　員 受　講　料 内　　　容 

子 
ど 
も 子 

ど 
も 子 
ど 
も 子 
ど 
も 講座 

（後期） 

一緒に楽しく学びませんか 

11月12日、12月10日、
平成24年1月14日、
28日の土曜午前9時
～10時15分 

11月12日、12月10日、
1月14日、28日の土曜
午前10時半～午後0
時半 

飯山総合学習
センター2階
研修室 

小学1～3年
生の親子20
組 

小学4～6年
生の40人 

4歳～小学6
年生の親子
15組 

生涯学習セン
ター4階講座
室3

全4回 1200円 
材料費：2000円 

全4回 1200円 
材料費：2000円 

全5回 1500円 
材料費：◯小300円 
または◯大500円 

10月、12月～平成24
年3月の第3日曜午前
10時～正午 

親子で一緒に、簡単な工
作や実験をしてみませんか。 
身の回りにある不思議を
探してみよう！ 

身の回りで起こる不思議
を、実験しながら確かめて
みよう！ 

子どもの豊かで素直な自
己表現を生かし、世界にた
ったひとつの「たからもの
えほん」を作ろう！ 

　
新
し
い
こ

と
を
始
め
る

き
っ
か
け
作

り
と
し
て
の

「
初
心
者
向

け
」
体
験
学

習
型
の
講
座

や
「
や
っ
て

み
た
い
」「
あ

っ
た
ら
い
い

な
」
を
形
に

し
た
、
暮
ら

し
に
役
立
つ
講
座
を
企
画
・
運
営
し

て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
企
画
講
座
内
容
例
】 

蘆
初
心
者
向
け
、入
門
編
の
体
験
学
習 

蘆
現
代
的
課
題
（
健
康
、人
権
、消
費

　
者
問
題
、交
通
問
題
、地
域
の
連
帯
、

　
環
境
な
ど
）暮
ら
し
に
役
立
つ
学
習 

※
た
だ
し
、
営
利
目
的
や
宗
教
、
政

　
治
活
動
は
除
く 

【
企
画
・
運
営
条
件
】 

●
対
象
＝
市
内
在
住
の
人 

●
内
容
＝
講

　
師
手
配
な

　
ど
を
含
む

　
企
画
・
運

　
営
を
行
い
、

　
学
習
会
、

　
ワ
ー
ク
シ

　
ョ
ッ
プ
な

　
ど
を
３
〜

　
６
回
程
度
実
施 

●
申
込
方
法
＝
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　
ン
タ
ー
、市
役
所
、飯
山
総
合
学
習

　
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
に
設
置
し
て
い
る
要
項
を
ご
確
認

　
の
う
え
、
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

　
を
記
入
し
、
〒
７
６
３
―
０
０
３

　
４
丸
亀
市
大
手
町
２
丁
目
１
番
20

　
号
地
域
振
興
課
あ
て
に
郵
送
、
薨

　
２
５
―
２
４
０
９
、Ｅ
メ
ー
ル
、持

　
参
の
い
ず
れ
か
で
応
募 

●
締
め
切
り
＝
９
月
20
日
貂 

●
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
振
興
課
（
蘂

　
２
４
―
８
８
０
９
） 

9月11
日は 

警察相談の日 警察相談の日 
『悩むより 
 　かけて安心 
   　＃9110』 
蘆いつでも対応可能 
蘆携帯電話からでもOK

丸亀警察署丸亀警察署 蘂22-011022-0110丸亀警察署 蘂22-0110

緊急の事件・事故以外の 
相談をお気軽にどうぞ 

　なお、ダイヤル回線や一 
部のIP電話からの利用は 
できません。 

も
し 

　
も
し 

一人一人の力を合わせて社会全体で個人の 
健康づくりを支援していきます 

みんな  いきいき  わがまち丸亀　─みんなで健康づくりを支援していきます─ 

地域振興課 蘂24-8809

健康課 蘂24-8806

急 緩 



9月は健康増進普及月間 
1に運動  2に食事  しっかり禁煙  最後にクスリ  ─健康寿命をのばしましょう─ 

１０ １１ 

心の健康 
－ストレス予防の講演会も－ 

アンケート結果の傾向 
○環境問題に次いで交通安全

への意識が高い。 

○高年齢ほど、環境が健康に 

影響を与えると意識している。 

○隣近所とは「顔を合わすと 

あいさつをす

る程度」が多

い。 

課題・方向性 
◎環境や安心・

安全分野の関

係機関との連

携 

◎環境への取

り組みと健康

との関連につ

いての啓発 

地域・環境 
－健康・安全・環境の連携を－ 

アンケート結果の傾向 
○特定健診は５割以上、各種

がん検診は３割程度受診して

いる。受診しない理由は「今

は健康だから心配ない」が最

も多い。 

○高年齢ほど健康増進意識は

高い。 

○喫煙率は◯男は40代、次いで
20代、◯女は30代、次いで20代
が高い。 

課題・方向性 
◎各種検診は個人への啓発と

職場との連携 

◎若年齢層への健康管理の啓

発 

◎禁煙は若年齢層の中で特に

若い女性への啓発 

健康管理 
－各種検診の呼び掛け－ 

アンケート結果の傾向 
○朝食は高年齢ほど食べてい 

る。20代で毎日食べる人は、

◯男が５割以下、◯女でも６割。
食べない理由は「時間が無い」

「食べる習慣が無い」など。 

○「自分は太っている」と思う

人は30～60代の◯男◯女で多い。 
○食習慣やバランスは高年齢

ほど良い。 

課題・方向性 
◎家庭、保育所、幼稚園、学

校などでの食育 

◎働く世代（子育て世代）や

子どもなど、家族全体で生活

習慣病を予防 

食　事 
－家庭・学校などで食育を－ 

◆あなたはこの1ヶ月間にストレスを感じたことがありますか 

◆あなたは、1日合計30分以上 
　の運動を週1～2回以上行い、 
　1年以上続いていますか。 

◯男◯女ともに全年代を通じて「感じる」が高く、特に◯男では40代、◯女では20代
が他の年代と比べて高い。具体的なストレスについて見てみると「仕事に関
すること（失業以外）」が41.5％で最も高く、次いで「将来・老後」が35.5％、
「家族以外の人との人間関係」が32.2％となっている。 

◯男◯女ともに若い世代の欠食率（ほとんど食べない）が高く、◯男では20代で23.1％、30代で10.9％、40代で9.7％となって
いる。◯女でも20代で15.2％、30代で6.4％、40代で6.2％となっている。 

「はい」と答える人は◯女より◯男が多い。
年齢では◯男◯女ともに60代が最も多い。 

健康課　健康課　十河　里臣十河　里臣 健康課　十河　里臣 

　市民の皆さんが、いつまでも健康でいき
いきと笑顔で過ごせるように、健康づくり
に取り組みやすい環境を、皆さんと一緒に
考え、形にしていきたいと思っています。 

　７月28日貅に、ひまわりセ

ンターで行われた「心の健康

グループ」のグループワーク

では、リーダーの真鍋實男さ

んを中心に、アンケート結果

をもとに話し合いました。会

の中では「あいさつをする」「進

んで笑う」「近所の人など多く

の人と話す」「自分をさらけ出

してストレスをためない」な

どの意見が出ていました。 

　今後も話し合いを重ねて、

市と市民会議などが協働で後

期計画を策定します。 

　また、心の病気やストレス

予防の講演会も開催予定です。 

アンケート結果の傾向 
○ストレスを感じる人は、◯男
40代、◯女は20代が多い。 
○「生きがい」は70代以上で

低く、◯男は20代でも低い。 
○「生活の張り合い」は、◯男の
20代、◯男◯女の70代以上でやや
低い。 

課題・方向性 
◎働き盛りのストレス対策　 

◎若年層の心の健康支援 

◎高齢者に身近な相談窓口や

専門的支援 

運　動 
－ウォーキング　 
　コース調査も－ 

アンケート結果の
傾向 
○運動不足の意識

は、男性（以下◯男）、女性（以
下◯女）とも40代が高い。 
○高年齢ほど意識的に体を動

かしている。 

○運動習慣は60代以上が継続

性が高い。 

課題・方向性 
◎働きながら運動できる仲間

や場所づくり、情報提供 

◎運動の必要性の価値観づく

り 

◆あなたは、朝食を食べていますか 
地域地域で一斉清掃一斉清掃 心も体も爽快爽快に 地域で一斉清掃 心も体も爽快に 

ウオーキングコースの調査調査 ウオーキングコースの調査 

「心の健康健康グループ」の熱心熱心なグループワーク 「心の健康グループ」の熱心なグループワーク 

ポスター貼りも協働協働で ポスター貼りも協働で 

調理実習調理実習 調理実習 

統一標語 

ほぼ毎日感じる 

サンプル数：2852人 

0 10 20 30 40 50

14.9％（424人） 

42.6％（1215人） 

31.9％（911人） 

6.2％（176人） 

4.4％（126人） 

時々感じる 

あまり感じない 

ほとんど感じない 

不明・無回答 

ほとんど 
毎日食べる 

1週間に 
4～5回程度食べる 

1週間に 
2～3回程度食べる 

ほとんど食べない 
（1週間に1回以下） 

サンプル数：2852人 

サンプル数： 
　　2852人 

（％） 
0 25 50 75 100

82.5％（2353人） 

5.4％（153人） 

3.9％（111人） 

5.6％（161人） 

2,6％（74人） 不明・無回答 

（％） 

はい 

いいえ 

28.2％ 
（804人） 

6.0％ 
（172人） 

65.8％ 
（1876人） 

不明・ 
無回答 

マスコッ
トキャラ

クターの
 

元亀元亀（げ
んき）くん

で～す。
 

アンケー
トンケート
結果結果の傾

向傾向と課
題、課題、 

計画計画の推
進状況推進状況

をご紹介紹介
します。

 

マスコッ
トキャラ

クターの
 

元亀（げ
んき）くん

で～す。
 

アンケー
ト結果の

傾向と課
題、 

計画の推
進状況を

ご紹介し
ます。 



スペイン 
サン・セバスティアン 

ドイツ 
フランクフルト 

サン・セバスティアン市の 
ご案内　　　（　　）内は丸亀市 

はじめまして　丸亀から来ました 

ありがとう　サン・セバスティアン 

副団長 
秘書広報課 

丸西　由美 

保健担当 
健康課 

坪倉　里美 

さらなる架け橋に…… 

使命を果たした 
20周年記念丸亀っ子使節団 

　サンセ市との
交流は20年を超

えて続いています。今回訪問
した団員たちが、今後のさら
なる交流の架け橋となってく
れることを望みます。そして、
将来国際人として活躍してく
れるとうれしいです。 

忘れません。団員の笑顔と勇気 

　この交流事業
に参加して今ま

で交流してきた歴史の重みを
感じました。またサンセ市の
歴史の深さや人の温かさにも
ふれ、貴重な経験ができました。
そして団員達の笑顔や勇気が
忘れられません。 

団長 
飯山中学校 

西川　昌宏 

　今回は、スペ
インのサン・セ

バスティアン市と姉妹提携20
周年を迎えた記念使節団。歴
史的建造物と美しい海の街。
生徒たちはホームステイの交
流を通じて、言葉と文化の壁
を乗り越え親善の使命を無事
果たしました。人生の中でも
貴重な体験として深く心に刻
まれたことでしょう。また、
改めて日本を振り返るよい機
会であったと思います。現地
在住日本人の方々にも、たい
へんお世話になり、有意義な
旅を終えることができました。 

　7月24日から31日まで、第

15回市中学生姉妹都市親善使

節団（公募で選ばれた中学生

21人、引率者３人）が、スペ

インのサン・セバスティアン

市で、親善と交流事業に参加

しました。 

　使節団一行は、市長の「両

市の交流推進の親書」を携え

市役所を表敬訪問。一人ずつ

のホームステイで、ホストフ

ァミリーにお世話になりなが

ら交流を深めました。 

　今月は、海を越えた、元気

な丸亀っ子の親善と交流の様

子を紹介します。 
人口　約18万人（約11万人） 
面積　60.89平方襭襷�� 
　　　（111.79平方襭襷） 
　スペイン北部フランス国境
に近いバスク州、ギプスコア
県の県都。大西洋に面してい
る。首都マドリードからは飛
行機で１時間。バスク地方の
政治経済の中心地。海に突き
出た２つの山モンテ・ウルグ
ルとモンテ・イゲルドにはさ
まれたコンチャ湾（コンチャ
は貝の意）に、美しいビーチ
がある。気候は、暖流（メキシ
コ湾流）により、高緯度のわ
りに温暖で丸亀市とほぼ同じ。
美しい景色に恵まれ、リゾー
ト地として注目されている。 

第15回市中学生姉妹都市親善使節団報告 

日
　
　
程
　
　
表 

21人 丸亀っ子　　は海を越えて…… 

7/24豸 

7/25豺 

7/26貂 
～28貅 

サンセ市と近郊 

丸亀発 
関西空港 
フランクフルト空港着 

フランクフルト空港発 
ビルバオ空港経由 
サン・セバスティアン市着 
（以下サンセ市） 

サンセ市役所表敬訪問 
水族館、サン・テルモ美術館、ウルグル山歴史博物館、
エキンザ学園表敬訪問など 
交流事業に参加（送別会） 

フランクフルトのホテル泊 
 

フランクフルト市内観光 
 
サンセ市着エキンザ学園・オラライン寮でホスト
ファミリーと対面式・歓迎会（ホームステイ開始） 

7/29貊 

7/30貍 
～31豸 

サンセ市 

サンセ市発 
ビルバオ空港 
フランクフルト空港 
関西空港 
丸亀着 

オンダリビア、ハイスキべル、パサイ・ドニバネへ
半日ピクニック 
オラライン寮泊 

専用バスにてオラライン寮出発 
帰国の途 
 
 
お疲れ様でした 

笊市役所　　　　　　　　笆エキンザ学園・オラライン寮 
笳水族館　　　　　　　　笘サン・テルモ美術館 
笙ウルグル山歴史博物館　笞中心街 

笊 

笳 

笙 笘 

笞 

笆 

１３ １２ 

外観も中身も迫力満点のウルグル歴史博物館 

市役所でホストファミリーと一緒に、はいチーズ 

丸亀・サンセ両 
市長が署名「20年間の 

姉妹提携を評価し、さらなる友好に 
合意する文書」　　　　　　　　 

中心街の大きな噴水の前で コンチャ湾のきれいなビーチで 

やった！ コンチャ湾だ 

Ⅰ螢日本のTシャツで歓迎 

最
終
日
、サ
ン
セ
市
郊
外
へ
遠
足 



→社資が寄せられました。ご協力ありがとうございました。 ●日本赤十字社丸亀市地区から／5月からの「赤十字運動月間」で、1441万6850円の→ 

　まるがめボートでは、ボートレースの魅力を知っていただくため、
ペアボート試乗体験会を実施します。プロレーサーと一緒に乗船し、
レースの雰囲気を体験しませんか。 
日時：①9月11日豸、②10月9日豸 
　　　午前10時～正午 
場所：丸亀ボートレース場 
対象：中学生以上60歳未満の人 
定員：各日40人（応募者多数の場合抽選） 
申し込み：①9月5日豺、②10月3日豺までにホームページ（http:// 
www.marugame-kyotei.jp）の応募フォームか郵送（〒763-
0011富士見町4-1-1 丸亀ボートペアボート係） 
問い合わせ：競艇事業部 蘂23-5141 
 

ペアボート試乗体験会参加者募集 

10土 

月 9月 9月 9

■その他の相談 
蘆無料税務相談＝毎週月曜・四国税理士会丸亀支部 蘂22-0041 
蘆少年相談＝平日・少年育成センター 薔0120-734970  
蘆家庭児童相談・女性相談、母子自立支援相談＝平日・子育て支援課 蘂24-8808  
蘆不動産無料相談＝毎月第1・第3金曜午後1時～3時半・ 
　　　　　　　　　市民会館、譖宅建取引業協会 蘂087-823-2300 
蘆ボランティア相談＝平日・丸亀ボランティア協議会 蘂22-7625

■市 

■飯 
栗熊 ◯コ 

■市 
栗熊 ◯コ 

■飯 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

市 民 相 談 
（電話相談不可） 

交通事故相談 

相談日（祝日を除く） 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

時　　間 

問い合わせ・申し込みは、地域振興課 蘂24-8809

相談場所 

●ひ＝ひまわりセンター 
●綾＝綾歌保健福祉センター 
●飯＝飯山総合保健福祉センター 

■市＝市役所  
■綾＝綾歌市民総合センター  
■飯＝飯山市民総合センター 
 ◯コ＝コミュニティセンター 

赤ちゃん健診 
母子保健 
成人保健 

■問い合わせ・申し込み 

弁護士無料法律相談 
消費生活相談 
行政相談 

 
健　康　課 

 
地域振興課 

 
蘂24-8806

障害者（児）相談 

人権相談 

定例農家相談 

サポステ出張職業相談 

認知症専門相談 

福　祉　課 

人　権　課 

農業委員会 

産業振興課 

地域包括支援センター 

蘂24-8805 

蘂24-8811 

蘂24-8826 

蘂24-8844 

蘂24-8933

行政書士相談 県行政書士会 蘂56-4512

無料法律相談 
司法書士相談 

社会福祉協議会 蘂22-5700

 
蘂24-8809

暮 ら し の カ レ ン ダ ー ＆ 休 日 当 番 医 

3 弁護士無料法律相談　●ひ 　午前9時（要予約 蘂24-8809） 土 

6 3か月児健康診査●ひ 　午前9時半～10時半 火 

12月 

20 離乳食講習　●ひ 　午前10時～11時半 

栄養相談　●飯 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 

火 

21
22

無料法律相談　●綾 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 水 

1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 木 

24土 

30金 

26月 
司法書士相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 27火 

5 行政相談　■市・■飯 　午前10時～正午  
栄養相談●ひ 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 月 

19 □外 　笠井外科胃腸科 蘂23-4666 
□小 　おかだ小児クリニック 蘂58-0707月 

23 □内 　三浦内科・みちこ小児科クリニック 蘂22-7311 
□外 　田村クリニック 蘂22-8391金 

29 サポステ出張職業相談 栗熊 ◯コ　午前10時～午後5時  
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 木 

定例農家相談　■飯 　午前9時～正午  
1歳6か月児健康診査　●飯 　午後1時半～2時半 1 木 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
3か月児健康診査　●飯 　午前9時半～10時半 2 金 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
行政相談 栗熊 ◯コ　午前10時～正午  
弁護士無料法律相談　●ひ 　午後1時20分（要予約 蘂24-8809） 

16金 

行政書士相談　■市 　午前9時～正午（予約可 蘂56-4512）  
障害者（児）相談　■市 　午前9時半～11時半  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

15木 

無料法律相談　●飯 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
サポステ出張職業相談　■市 　午前10時～午後4時  
3歳児健康診査●ひ 　午後1時半～2時半 

8 木 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
定例農家相談　■市 　午前9時～正午  
離乳食講習　●綾 　午前10時～11時半 

9 金 

無料法律相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半  
歩行プール夜間説明・男●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

13火 

人権相談 栗熊 ◯コ　午前10時～午後3時  
定例農家相談 栗熊 ◯コ　午前9時～正午  
障害者（児）相談 栗熊 ◯コ　午後1時半～3時  
すこやか体操教室（膝痛）●飯 　午前10時～11時半 

7 水 

人権相談　■市 　午前10時～午後3時  
認知症専門相談　●ひ 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8933） 
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時半～11時半  
歩行プール夜間説明・女●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

14水 

17土 

28水 

□内 　瀬戸内クリニック 蘂28-1511 
□外 　広瀬医院 蘂23-1641 
□耳 　三崎耳鼻科クリニック 蘂98-7696 
□歯 　吉田歯科医院（坂出市）蘂48-3355 午前9時～正午 

18日 

□外 　小林医院 蘂86-3038 
□小 　もりもとこどもクリニック 蘂25-9228 
□整 　中山病院 蘂23-0231 
□歯 　鎌田歯科医院（坂出市）蘂46-2580 午前9時～正午 

11日 

岩本病院 蘂28-6311 
□小 　杢保小児科医院 蘂98-2010 
□歯 　綾阪歯科医院（坂出市）蘂47-4618 午前9時～正午 
子育て一日相談 城南 ◯コ 蘂24-0981

4 日 

□内 　小山クリニック 蘂58-4976 
□内 　吉馴医院 蘂98-2012 
□整 　整形外科・小児科安藤医院 蘂22-5496 
□歯 　ホワイト歯科医院（坂出市）蘂45-3526 午前9時～正午 
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時～正午 

25日 

１５ １４ １４ 

またネ 

　1985年（昭和60年）、丸亀聖

母幼稚園長（サン・セバステ

ィアン市出身）が、卒園生ら

８人をサン・セバスティアン

市（以下サンセ市）のエキン

ザ学園に引率し交流学習。市

長・教育長の親書を持参。 

　1990年（平成2年）にサン

セ市で、翌年には、本市でそ

れぞれ姉妹都市提携調印を行

った。 

　1992年（平成４年）、第１回

中学生親善使節団をサンセ市

に派遣、以後交流を重ね、今

回15回目の派遣となった。 

　また、サンセ市からは盆栽

の研修生が、技術習得のため

に、隔年で本市を訪れている。 

交流の歩み 

丸亀西　3年　藤井　花音 

自分の中でとても
大きいものになっ
た。ありがとう！ 

丸亀西　2年　曽我部　葵 

多くの人と仲良く
なれた。良い思い
出をありがとう。 

丸亀西　2年　吉崎　瑠衣 

言葉は通じなくて
も気持ちは通じ、
友達になれた！ 

丸亀南　2年　香川　駿貴 

7日間は最高に楽
しかった。また行
きたい。 

丸亀南　2年　篠塚　拓海 

驚きと楽しさが、
いっぱいありまし
た。ありがとう。 

丸亀南　1年　大平　峻輔 

一生忘れられない
友達と家族が出来
た。僕の宝物だ。 

丸亀南　1年　臼杵　祐也 

スペインでのたく
さんの感動にあり
がとう。 

丸亀南　1年　仮谷　葉月 

日本と文化、環境
のちがいにびっく
りした。 

飯　山　2年　沖田　　栞 

大変なこともあっ
たけど、とても楽
しかったです。 

藤　井　2年　白川　夏汀 

本当に充実した一
週間でした。皆さ
んありがとう。 

丸亀西　2年　今井智世里 

私にとってこの一
週間は大切な思い
出。ありがとう。 

丸亀南　2年　小林　　聖 

スペインの文化に
ふれ、日本のいい
所も発見しました。 

丸亀南　2年　政田　玲奈 

世界は一つ、人は
皆友達。そんなこ
とを思った一週間。 

丸亀南　1年　樋口　友香 

貴重な体験ができ
た。これからに生
かしていきたい。 

丸亀南　1年　　橋慶太朗 

期待と不安と希望
に満ちた一週間に
感謝。 

丸亀南　1年　長尾　嘉大 

貴重な体験は僕の
宝物！すべての人
に感謝。 

藤　井　2年　大方　　亮 

いろいろな経験が
できてよかった。
「一生の宝物！」 

藤　井　2年　白山　貴史 

欧州の文化や優し
いホストファミリ
ーに感謝します。 

丸亀東　2年　好井　七海 

ホームステイの体
験は、私の大切な
宝物です。 

丸亀南　2年　前田　陽介 

この大きな経験を
これからの自分の
力にしたい。 

丸亀南　3年　粂　　杏佳 

今回のホームステ
イでたくさんのこ
とを学べました。 

ホストファミリーと感動感動のお別れ ホストファミリーと感動のお別れ 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
始
め
た

菊
作
り
の
手
伝
い
も
６
年
目
。

水
や
肥
料
を
あ
げ
て
大
き
く

育
っ
た
菊
は
、
き
れ
い
な
花

が
長
持
ち
す
る
と
好
評
で
す
。

家
族
の
食
事
作
り
も
こ
な
す

柿
本
さ
ん
は
「
家
族
の
健
康

を
考
え
な
が
ら
作
っ
て
い
ま

す
。
食
べ
る
こ
と
は
、
大
切

で
す
か
ら
ね
」
と
に
こ
や
か

に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

柿
本
フ
ジ
コ
さん 

（
綾
歌
町
富
熊
・
８１
歳
） 

石
の
広
場
広
場 

石
の
広
場 

地域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 

筥 

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー 

葭
町
　
香
川
　
宏
さん 

城
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
員 

　
綾
歌
町
内
お
よ
び
近
隣
の
小

学
１
年
か
ら
６
年
ま
で
の
男
女

メ
ン
バ
ー
が
、
毎
週
水
・
土
・
日

曜
に
富
熊
小
学
校
で
練
習
し
て

い
ま
す
。
男
子
は
今
年
の
県
大

会
で
３
位
、
女
子
は
昨
年
の
県

大
会
ベ
ス
ト
４
進
出
と
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。 

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
空
中

に
ゴ
ー
ル
が
あ
り
、
誰
で
も
得

点
を
あ
げ
ら
れ
る
楽
し
い
ゲ
ー

ム
で
す
。
一
緒
に
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
低
学
年
の
大
会
も
あ
り
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
一
度
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。 

〈
連
絡
先
〉
堀
家
久
義
（
綾
歌
町
・

蘂
0
9
0
―
8
9
7
5
―
7
1
8
1
） 

綾
歌
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ 

ふ 

こくこく ごうごう と しょう 

せ たんたん ちょう 
●単位表●単位表 
　面積　町・反　面積　町・反（段）・畝・歩・畝・歩 
　１歩　１歩（約3.33.3㎡）、1畝＝畝＝3030歩、歩、 1反＝反＝1010畝、１町＝畝、１町＝1010反（約１約１haha） 

　米　米量　石・斗・升・合　量　石・斗・升・合　 
　1石（約石（約15150㎏）＝1010斗＝斗＝100100升＝升＝10001000合、合、1合（約150150ｇ）ｇ） 

●単位表 
　面積　町・反（段）・畝・歩 
　１歩（約3.3㎡）、1畝＝30歩、 1反＝10畝、１町＝10反（約１ha） 

　米量　石・斗・升・合　 
　1石（約150㎏）＝10斗＝100升＝1000合、1合（約150ｇ） 

まち・むら・しま筵 

き
ょ
う 

 

ほ
う
ほ
う 

 

丸
亀
藩
の
検
地

丸
亀
藩
の
検
地
　
前
号
で
記
し
た
よ

　
前
号
で
記
し
た
よ

う
に
、
寛
文
〜
貞
享
期
（
１
６
６
０

う
に
、
寛
文
〜
貞
享
期
（
１
６
６
０

〜
８
０
年
代
）
に
実
施
さ
れ
た
検
地

〜
８
０
年
代
）
に
実
施
さ
れ
た
検
地

に
よ
っ
て
、
現
在
の
丸
亀
市
域
に
あ

に
よ
っ
て
、
現
在
の
丸
亀
市
域
に
あ

っ
た
丸
亀
藩
領
の
村
が
ほ
ぼ
確
定
し

っ
た
丸
亀
藩
領
の
村
が
ほ
ぼ
確
定
し

た
。
具
体
的
な
村
の
記
述
に
入
る
前

た
。
具
体
的
な
村
の
記
述
に
入
る
前

に
、
丸
亀
藩
の
検
地
と
貢
租
制
度
に

に
、
丸
亀
藩
の
検
地
と
貢
租
制
度
に

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
検
地
に
よ
っ

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
検
地
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
検
地
帳
は
、
田

て
作
成
さ
れ
た
検
地
帳
は
、
田
・
畑
・

屋
敷
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
次
の
よ
う

屋
敷
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

　
門
下
門
下 

　
一
中
田
　
六
畝
拾
七
歩
　
　
　
　

　
一
中
田
　
六
畝
拾
七
歩
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
左
衛
門 

　
肩
書
き
の
「
門
下
」
は
こ
の
田
が

肩
書
き
の
「
門
下
」
は
こ
の
田
が

あ
る
場
所
の
小
地
名
で
あ
る

あ
る
場
所
の
小
地
名
で
あ
る
。
「
中
「
中

田
」
は
田
畑
の
別
と
そ
の
等
級

田
」
は
田
畑
の
別
と
そ
の
等
級
、「
六

畝
拾
七
歩
」
は
面
積
、

畝
拾
七
歩
」
は
面
積
、「
文
左
衛
門
」

文
左
衛
門
」

が
耕
作
者
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

が
耕
作
者
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

検
地
帳
に
は
、
田
・
畑
・
屋
敷
に
つ

検
地
帳
に
は
、
田
・
畑
・
屋
敷
に
つ

い
て
、
種
類
・
等
級
・
面
積
・
耕
作

い
て
、
種
類
・
等
級
・
面
積
・
耕
作

者
が
記
載
さ
れ
た
。

者
が
記
載
さ
れ
た
。 

　
丸
亀
藩
で
は
、
田
は
７
種
類
、
畑

　
丸
亀
藩
で
は
、
田
は
７
種
類
、
畑

は
４
種
類
の
等
級
が
設
定
さ
れ
た
。

は
４
種
類
の
等
級
が
設
定
さ
れ
た
。

こ
の
等
級
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
田

こ
の
等
級
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
田

畑
一
反
（
段
）
当
た
り
の
見
積
も
り

畑
一
反
（
段
）
当
た
り
の
見
積
も
り

収
穫
高
が
決
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
石

収
穫
高
が
決
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
石

盛
（
斗
代
）
と
い
い
、
こ
の
石
盛
に

盛
（
斗
代
）
と
い
い
、
こ
の
石
盛
に

面
積
を
乗
じ
た
の
が
、
石
高
で
あ
り

面
積
を
乗
じ
た
の
が
、
石
高
で
あ
り
、

こ
の
石
高
が
年
貢
の
基
準
と
な
っ
た

こ
の
石
高
が
年
貢
の
基
準
と
な
っ
た
。 

　
石
盛
は
、
村
に
よ
っ
て
異
な
っ
て

　
石
盛
は
、
村
に
よ
っ
て
異
な
っ
て

い
た
い
た（
畑
は
共
通

畑
は
共
通
）。
上
の
表
は
丸
亀

。
上
の
表
は
丸
亀

市
域
各
村
の
田
の
石
盛
で
あ
る
。
年

市
域
各
村
の
田
の
石
盛
で
あ
る
。
年

貢
賦
課
の
基
準
に
な
る
数
字
で
あ
る

貢
賦
課
の
基
準
に
な
る
数
字
で
あ
る

か
ら
、
村
に
と
っ
て
は
そ
の
大
小
は

か
ら
、
村
に
と
っ
て
は
そ
の
大
小
は

大
変
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

大
変
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

例
え
ば
、
中
田
に
つ
い
て
は
、
山
北

例
え
ば
、
中
田
に
つ
い
て
は
、
山
北

村
は
１
石
３
斗
、
今
津
村
は
１
石
２

村
は
１
石
３
斗
、
今
津
村
は
１
石
２

斗
と
異
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
検

斗
と
異
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
検

地
実
施
当
時
の
生
産
力
の
違
い
を
反

地
実
施
当
時
の
生
産
力
の
違
い
を
反

映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

丸
亀
藩
の
貢
租
制
度

丸
亀
藩
の
貢
租
制
度
　
丸
亀
藩
で
は

　
丸
亀
藩
で
は
、

春
免
制
と
い
う
一
種
の
定
免
制
が
し

春
免
制
と
い
う
一
種
の
定
免
制
が
し

か
れ
て
い
た
。
定
免
制
と
は
、
豊
凶

か
れ
て
い
た
。
定
免
制
と
は
、
豊
凶

に
関
わ
ら
ず
毎
年
一
定
の
免
（
年
貢

に
関
わ
ら
ず
毎
年
一
定
の
免
（
年
貢

率
）
に
基
づ
い
て
年
貢
が
賦
課
さ
れ

率
）
に
基
づ
い
て
年
貢
が
賦
課
さ
れ

る
制
度
で
あ
る
。
享
保
の
改
革
の
時

る
制
度
で
あ
る
。
享
保
の
改
革
の
時

に
採
用
さ
れ
た
幕
府
の
定
免
制
は
５

に
採
用
さ
れ
た
幕
府
の
定
免
制
は
５

年
ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
た

年
ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
た

の
に
対
し
て
、
丸
亀
藩
の
春
免
制
は

の
に
対
し
て
、
丸
亀
藩
の
春
免
制
は
、

幕
末
ま
で
年
貢
率
は
変
わ
ら
な
か
っ

幕
末
ま
で
年
貢
率
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
力
の
発
展

た
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
力
の
発
展

に
よ
っ
て
、
百
姓
の
取
り
分
は
増
え

に
よ
っ
て
、
百
姓
の
取
り
分
は
増
え

て
い
っ
た
。

て
い
っ
た
。
18
世
紀
の
半
ば
に
丸
亀

世
紀
の
半
ば
に
丸
亀

藩
で
起
き
た
大
一
揆
の
要
求
が
本
年

藩
で
起
き
た
大
一
揆
の
要
求
が
本
年

貢
に
関
わ
る
も
の
で
な
く
、
新
税
な

貢
に
関
わ
る
も
の
で
な
く
、
新
税
な

ど
へ
の
要
求
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ

ど
へ
の
要
求
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ

の
こ
と
か
ら
も
う
な
ず
け
る
。

の
こ
と
か
ら
も
う
な
ず
け
る
。 

　
年
貢
は
、
上

　
年
貢
は
、
上
・
上
下
上
下
・
中
・
中
下
田

中
下
田

で
一
定
の
同
率
、
下
上

で
一
定
の
同
率
、
下
上
・
下
・
下
々
田

下
々
田

で
同
じ
く
同
率
の
免
率

で
同
じ
く
同
率
の
免
率（
年
貢
率
）

年
貢
率
）が

決
め
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
課
せ

決
め
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
課
せ

ら
れ
た
が

ら
れ
た
が
、そ
の
率
も
各
村

そ
の
率
も
各
村
、ま
た
村

ま
た
村

内
の
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た

内
の
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。 

【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】

【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】 

検
地
図
出
典
（
署
名
・
復
元
江
戸
生
活
図
鑑

地
図
出
典
（
署
名
・
復
元
江
戸
生
活
図
鑑
、

発
行
・
柏
書
房
株
式
会
社
）

発
行
・
柏
書
房
株
式
会
社
） 

丸
亀
藩
の
検
地
　
前
号
で
記
し
た
よ

う
に
、
寛
文
〜
貞
享
期
（
１
６
６
０

〜
８
０
年
代
）
に
実
施
さ
れ
た
検
地

に
よ
っ
て
、
現
在
の
丸
亀
市
域
に
あ

っ
た
丸
亀
藩
領
の
村
が
ほ
ぼ
確
定
し

た
。
具
体
的
な
村
の
記
述
に
入
る
前

に
、
丸
亀
藩
の
検
地
と
貢
租
制
度
に

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
検
地
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
検
地
帳
は
、
田
・
畑
・

屋
敷
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

　
門
下 

　
一
中
田
　
六
畝
拾
七
歩
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
左
衛
門 

　
肩
書
き
の
「
門
下
」
は
こ
の
田
が

あ
る
場
所
の
小
地
名
で
あ
る
。
「
中

田
」
は
田
畑
の
別
と
そ
の
等
級
、「
六

畝
拾
七
歩
」
は
面
積
、「
文
左
衛
門
」

が
耕
作
者
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

検
地
帳
に
は
、
田
・
畑
・
屋
敷
に
つ

い
て
、
種
類
・
等
級
・
面
積
・
耕
作

者
が
記
載
さ
れ
た
。 

　
丸
亀
藩
で
は
、
田
は
７
種
類
、
畑

は
４
種
類
の
等
級
が
設
定
さ
れ
た
。

こ
の
等
級
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
田

畑
一
反
（
段
）
当
た
り
の
見
積
も
り

収
穫
高
が
決
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
石

盛
（
斗
代
）
と
い
い
、
こ
の
石
盛
に

面
積
を
乗
じ
た
の
が
、
石
高
で
あ
り
、

こ
の
石
高
が
年
貢
の
基
準
と
な
っ
た
。 

　
石
盛
は
、
村
に
よ
っ
て
異
な
っ
て

い
た（
畑
は
共
通
）。
上
の
表
は
丸
亀

市
域
各
村
の
田
の
石
盛
で
あ
る
。
年

貢
賦
課
の
基
準
に
な
る
数
字
で
あ
る

か
ら
、
村
に
と
っ
て
は
そ
の
大
小
は

大
変
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

例
え
ば
、
中
田
に
つ
い
て
は
、
山
北

村
は
１
石
３
斗
、
今
津
村
は
１
石
２

斗
と
異
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
検

地
実
施
当
時
の
生
産
力
の
違
い
を
反

映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

丸
亀
藩
の
貢
租
制
度
　
丸
亀
藩
で
は
、

春
免
制
と
い
う
一
種
の
定
免
制
が
し

か
れ
て
い
た
。
定
免
制
と
は
、
豊
凶

に
関
わ
ら
ず
毎
年
一
定
の
免
（
年
貢

率
）
に
基
づ
い
て
年
貢
が
賦
課
さ
れ

る
制
度
で
あ
る
。
享
保
の
改
革
の
時

に
採
用
さ
れ
た
幕
府
の
定
免
制
は
５

年
ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
た

の
に
対
し
て
、
丸
亀
藩
の
春
免
制
は
、

幕
末
ま
で
年
貢
率
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
力
の
発
展

に
よ
っ
て
、
百
姓
の
取
り
分
は
増
え

て
い
っ
た
。
18
世
紀
の
半
ば
に
丸
亀

藩
で
起
き
た
大
一
揆
の
要
求
が
本
年

貢
に
関
わ
る
も
の
で
な
く
、
新
税
な

ど
へ
の
要
求
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ

の
こ
と
か
ら
も
う
な
ず
け
る
。 

　
年
貢
は
、
上
・
上
下
・
中
・
中
下
田

で
一
定
の
同
率
、
下
上
・
下
・
下
々
田

で
同
じ
く
同
率
の
免
率（
年
貢
率
）が

決
め
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
課
せ

ら
れ
た
が
、そ
の
率
も
各
村
、ま
た
村

内
の
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。 

【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】 

検
地
図
出
典
（
署
名
・
復
元
江
戸
生
活
図
鑑
、

発
行
・
柏
書
房
株
式
会
社
） 

津森組明細帳表紙 

ふ 

こく ごう と しょう 

せ たん ちょう 

か
ん 

ぶ
ん 

じ
ょ
う 

き
ょ
う 

こ
う 

こ
く 

も
り 

と  た
ん 

 

だ
い 

 

こ
く 

 

だ
か 

 

は
る 

 

め
ん 

 

じ
ょ
う 

 
め
ん 

 

き
ょ
う 

 

ほ
う 

 

そ 

ち
ゅ
う 

で
ん
で
ん 

せ 

ぶ 

ち
ゅ
う 

で
ん 

せ 

ぶ 

◆丸亀市域の丸亀藩各村の石盛　　（『津森組明細帳』より作成） 

①山北村・土居村・田村　②下金倉村 
③上金倉村・今津村・津森村・中府村・地方村 
④町新田　⑤塩屋村（町新田と塩屋村は石盛は３種類） 

　
城
北
小
学
校
運
動
場
南
門
前
か
ら

県
道
33
号
付
近
ま
で
の
細
長
い
区
画

に
、
東
汐
入
川
緑
道
公
園（
土
居
町
）

が
あ
る
。
石
畳
の
遊
歩
道
、
多
様
な

樹
木
。
加
え
て
「
ア
ー
ト
作
品
に
触

れ
ら
れ
る
」
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
だ
。 

　
地
元
で
は「
石
の
広
場
」や
「
金
子

広
場
」
な
ど
と
呼
ん
で
親
し
ん
で
い

る
。
園
内
に
は
大
小
８
点
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
点
在
。
す
べ
て
香
川
県
産

の
石
を

使
っ
て
、

高
松
市

牟
礼
町

の
彫
刻

家
、
和

泉
正
敏

さ
ん
が

制
作
し

た
も
の
。

代
表
格

は
、
公
園
北
端
に
あ
る
高
さ
約
２
・

８
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
６
メ
ー
ト
ル
の

小
豆
島
石
を
用
い
た
故
金
子
正
則
・

元
香
川
県
知
事
の
記
念
碑
。
裏
面
に

「
英
知
」
「
創
造
」
「
愛
」
の
文
字

が
刻
ん
で
あ
る
。
金
子
さ
ん
は
北
平

山
町
出
身
で
、
城
北
小
の
大
先
輩
。

「
志
は
高
く
、
生
活
は
簡
素
に
」
を

信
条
と
し
た
。 

　
和
泉
さ
ん
は
、
20
世
紀
を
代
表
す

る
彫
刻
家
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
制
作

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
。
金

子
元
知
事
の
顕
彰
を
主
体
に
、
公
園

全
体
を
設
計
し
た
。
こ
の
公
園
は
昭

和
44
年
、
東
汐
入
川
を
地
下
水
路
に

し
た
時
に
作
ら
れ
、
そ
の
後
改
修
を

重
ね
、
平
成
18
年
３
月
に
現
在
の
姿

に
な
っ
た
。 

　
付
近
の
人
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
手
入
れ
を
し
て
、
美
し
い
環
境
が

保
た
れ
て
い
る
。 

１６ １７ 

村 中下田 中田 上下田 上田 下上田 下田 下々田 

石斗升 石斗升 石斗升 石斗升 石斗升 石斗升 石斗升 

1 1 0  

1 0 5  

1 0 0

1 3 0  

1 2 5  

1 2 0  

1 1 1  

1 0 0

1 4 5  

1 4 0  

1 3 5

1 6 0  

1 5 5  

1 5 0  

1 2 0  

1 1 0

1 0 0  

9 5  

9 0

8 5  

8 0  

7 5  

1 0 0  

9 0

7 0  

6 5  

6 0

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 



中讃ケーブルビジョン 
１７chでも放送中 

行政 
情報便 
行政 
情報便 

9月 

事　故  123件 

死　者  0人 

負傷者  161人 

国民健康保険税/2期分 
介護保険料/2期分 
後期高齢者医療保険料/3期分 

納期は 
9月10日～30日 （　　　　　　） 

人　口 110,484人（＋17） 
世帯数　43,339世帯（＋24） 

救 急 出 動  443件 

火災の発生  2件 

開館時間：午前10時～午後6時 
　　　　　（入館は午後5時半まで)

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755 
URL http://mimoca.org

杉本博司  アートの起源［宗教］ 

キリスト胸像　14世紀 
狡Hiroshi Sugimoto/Courtesy of Gallery Koyanagi

8月28日豸～11月6日豸 

9月10日貍は、永楽亭、ハウス美装
工業株式会社、藤田摂建築設計事
務所、Hair&Make Barbicanの
協賛により観覧無料（五十音順） 

11月4日貊午後1時開演 
出演者＝中村獅童ほか 
●入場料＝7000円ほか（全席指定席） 

《市民会館》 
松竹花形歌舞伎 

スポーツニッポン 
カップ 

キヤンテイーン 
カップ 

9月の市税など 

納付納付は 
便利便利な 

口座振替口座振替で 

納付は 
便利な 

口座振替で 

BPまるがめ・BP朝倉のみで発売 

ＧⅡ 
ＭＢ 
大賞 

ＧⅢ 
シモデンカップ 
（児島） 

ＧⅢ 
SSカップ 
（浜名湖） 

ＧⅠ鳴門58周年 

ＧⅠ桐生55周年 

ＧⅠ多摩川57周年 

ＧⅠ津59周年 

丸亀開催 
（ナイター） 

場外発売 

ナイター場外 ＧⅢアサヒビールカップ （住之江住之江） 
ＧⅢアサヒビールカップ 
（住之江） 

ＧⅢ女子リーグ戦 
（住之江） 

オール女子戦ル女子戦 
（浜名湖浜名湖） 
オール女子戦 
（浜名湖） 

オール女子戦 
（唐津） 

一般競走 
（下関） 

一般競走 
（児島） 

一般競走 
（多摩川） 

※日程が変更になる場合があります 

URL http://www.marugame-kyotei.jp/

3029282726252423222120191817
日 

16
土 

15
金 

14
木 

13
水 

12
火 

11
月 日 土 金 木 水 火 月 日 月 火 水 土 祝 木 水 火 祝 
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日 

9
土 

8
金 

7
木 金 木 

654321

■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■内内容  
■料料金 ■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ 
◯綾＝綾歌市民総合センター 
◯飯＝飯山市民総合センター 
◯コ＝コミュニティセンター 

※速報値のため、男女別人口は集計 
　されていません。 

午前9時半～ 
　　　　午後4時半 
資料館1階ロビー 
入館無料　月曜休館 
●展示遺物の説明会 
日時＝9月11日豸 
　　　午前10時、11時 
場所＝資料館1階ロビー 
定員＝各15人（先着順） 

市の動き（8月1日現在）前月比（県速報値） 交通事故（7月） 救急・火災件数（7月） 

蘂23-4141 
（火曜休館） 

URL http://www.marugame-hall.org/
市民会館  蘂86-6800 

（水曜休館） 
URL http://www.marugame-ilex.org/
アイレックス 

9月25日豸  
午後5時開演 
●入場料＝6000円（全席指定席） 

10月2日豸午後6時開演 
●入場料＝4800円（全席指定席） 

世良公則コンサート 

好評発売中 

好評発売中 

好評発売中 

9月10日貍午後6時開演 
●入場料＝5000円（全席指定席） 

ビバ！ ラテンダンスの祭典 
10月27日貅午後7時開演 
●入場料＝3500円（全席指定席） 

《市民会館》 

《アイレックス》 

１８ １９ 

岩崎宏美コンサート 

「鼓童」ワン・アース・ツアー 

10月30日豸午後6時半開演 
●入場料＝2000円ほか（全席指定席） 

「岡村孝子＆あみん」 
宝くじまちの音楽会 

　市営住宅の入居者 
　10月3日豺～7日貊まで受け付け
ます。詳しくは広報10月号をご覧く
ださい。 
　中堅所得者世帯向けの市営住宅（富
士見団地の一部、平山ハイツ）は、
随時募集しています。 

■問住宅課 蘂24-8814 
　◯綾業務担当 蘂86-5516 
　◯飯業務担当 蘂98-7957 

　日本語教室修了パーティー参加者 
■時9月28日貉午後7時～9時 
■所生涯学習センター 
■対受講生との交流、地域の日本語教
　室に興味のある人 
■料無料 
■他参加者は食べ物を一品持参 
■問国際交流協会 蘂56-1771 
 
 

　児童館から 
●お絵かき万華鏡づくり 
■時9月17日貍、18日豸午前10時半
　～11時半 
■所児童館 
■対幼児、小学生 
■定各10人 
■料無料 
■申児童館 蘂23-1091 
●フルーツポンチさんのおはなし会 
■時9月22日貅午前10時半～11時 
■所児童館 
■対幼児 
■問児童館 蘂23-1091 

　文化協会から 
●県文化協会西讃支部舞台発表 
■時9月3日貍午前10時 
■所生涯学習センター 
■内日本舞踊、ギター演奏、大正琴、
　バレエなど 
●うちわ絵画展覧会 
■時9月17日貍～25日豸（23日は休館） 
　午前9時～午後5時 
■所生涯学習センター 
■内うちわに描いた作品の展覧会 

■問同協会 蘂24-8822 

　エコ丸工房へ行こう 
《一般向け講座》 
●木工講座「バナナスタンド」 
■時9月11日豸午前9時半～11時半 
■定10人 
■料300円 
●タオルで作る防災ずきん 
■時9月11日豸午前9時半～11時半 
■定10人 
■他タオル、ひも、裁縫道具など持参 
《第29回リサイクルフェア 
　フリーマーケット参加者》 
■時11月6日豸午前9時半～午後1時半 
■対丸亀市か多度津町在住の18歳以上
　の人 
■内約65店舗募集（多数の場合は抽選） 
■料1000円 
■申往復はがきに住所、氏名、年齢、
　電話番号、販売品目を記入し、ク
　リントピア丸亀（〒763-0083土
　器町北一丁目72-2）へ。10月5
　日貉必着 
■問クリントピア丸亀 蘂56-1144 

　生涯学習センターから 
●わくわくどきどき理科教室 
■時9月3日～平成24年2月4日までの
　毎月第１土曜（全6回）午前9時
　半～11時半 
■所同センター5階視聴覚教室 
■対小学生 
■定30人（申込順） 
■料3000円（全6回） 
●パワーハラスメントの教室 
■時9月24日貍午後1時半～3時半 
■所同センター4階講座室１ 
■定30人（申込順） 
■料無料 
■問同センター 蘂23-1091

「史跡快天山古墳 
　  出土遺物展」 

蘂22-5366資料館だより 

　飯山総合学習センターから 
●図書館親子見学バスツアー 
■時9月11日豸午前10時～午後4時
　（午前9時45分飯山図書館集合） 
■所コース：飯山図書館→中央図書館
　→県立図書館→飯山図書館 
■対小学生と保護者（幼児同伴可） 
■定20組（申込順） 
■料大人500円、小学生300円（弁
　当代、保険料を含む） 
■他飲み物、筆記用具など持参 
■申9月1日貅午前9時から同センタ
　ー 蘂98-3319 
●バルーンアート 
　子どもと一緒に風船でいろんなも
のを作って遊びませんか。 
■時9月24日貍午前10時半～11時半 
■所同センター2階研修室 
■対幼児～小学生と保護者 
■料無料 
■問同センター 蘂98-3319 
 
 

　小学校入学前健康診断 
　10月から、平成24年度市立小学
校入学予定者の健康診断を学校別に
実施します。対象者には個別に通知
します。 
■問学校教育課 蘂24-8821 

　国民年金の付加年金制度 
　毎月の定額保険料に400円の付加
保険料をプラスして納付すると、老
齢基礎年金に付加年金が上乗せされ
ます。2年以上受給すると、支払っ
た付加保険料以上の付加年金を受け
取ることが出来ます。 
　ただし保険料の免除・納付猶予を
受けている人、国民年金基金加入者

は加入できません。年金手帳、印鑑
を持参し市民課で加入手続きを。 
■問市民課 蘂24-8945、日本年金機
　構善通寺年金事務所 蘂62-1660 
《国民年金基金相談のお知らせ》 
■時9月27日貂午前10時～午後4時 
■所市役所本館1階相談室 
■問香川県国民年金基金（薔0120-
　65-4192） 

　市役所別館西口を封鎖します 
　税務課では、相談窓口へのパーテ
ーションの設置、ローカウンター化
など配置変更をします。そのため、
別館１階西口から出入りができなく
なります。ご不便をおかけしますが、
ご協力をお願いします。 
■問税務課 蘂24-8804 

　都市計画課から 
●保存樹木・樹林の指定を 
　変更します 
　丸亀市緑のまちづくり条例の改正
により、10月1日から保存樹木や保
存樹林に指定する提案ができます。 
　守っていきたい立派な樹木や樹林
をぜひ、ご提案ください。 
●樹木を差し上げます 
　都市計画課で管理している飯野苗
木センター（飯野町東二）の樹木を

無料で差し上げます。移植にかかる
費用（積み込み、運搬、植え付け）
は希望者の負担となります。 
■問都市計画課 蘂24-8843 

　高齢者支援課から 
●敬老祝金 
　ご長寿を祝して、各校区の敬老会
でお贈りします。申し込み不要。 
■対今年77歳、88歳になるか99歳以
　上で、昨年末から丸亀市に住所が
　ある人 
支給金額＝77歳：1万円、88歳：
　2万円、99歳以上：3万円 
■問高齢者支援課 蘂24-8831 
●金婚夫婦に記念品 
　金婚式を迎えるご夫婦に記念品を
お贈りします。 
■対昭和36年12月31日以前に婚姻届を
　出した、市内在住1年以上のご夫婦 
■他戸籍全部事項証明（市内に本籍の
　ある人は不要）、印鑑が必要 
■申9月15日貅までに高齢者支援課 蘂
　24-8831または◯綾・◯飯市民生活
　担当、本島・広島市民センター 
●敬老の日、お風呂が無料に 
■時9月19日豢 
■所栄楽温泉、城北温泉、城東温泉 
■対68歳以上の人 
■問丸亀公衆浴場組合 蘂23-1835 

　市は、一層親しまれる「広報丸亀」
にするため、次のような規定を設け
て、読者の皆さんからの投稿をお待
ちしています。 

 「広報丸亀」投稿規程（抜粋） 
内　容　市に関連のある、文化、歴
　史、産業、観光、行政などに関す
　るもので未発表のもの。 
原稿の量　概ね800字以内（写真・
　図・絵などを含む） 
表　記　弊紙の表記ルールにより変
　更する場合があります。 
掲　載　原稿をいただいた後、その
　内容を検討し、掲載させていただ
　く場合は、投稿者に連絡します。 
　詳しくは秘書広報課・広報担当（蘂
24-8800）まで。 

投稿をお待ちしています 
「広報丸亀」 

2011 菊フェスティバル 

in アイレックス 

10/29日貍・30日豸 

焼肉パーティー券販売のお知らせ 
日　時：10月29日貍正午～午後8時 
前売券：1300円（当日1400円） 
販売場所：綾歌市民総合センター（蘂86-5516）、 
　　　　文化観光課（蘂24-8816）、飯綾商工会（蘂98-2236） 

エントウ　ハニワ君 ※9月3日～6日・14日～19日の住之江ナイター場外はリレー発売 

募 集  

催 し  

お 知らせ 

電話投票番号／15＃ 



花輪・寝台車・葬式一式（会館葬） 

〒７６３-００１２ 丸亀市土器町東6丁目195

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東7丁目153
TEL・FAX（0877）21-5045

Fax（0877）23-7890
寝台車受付 24時間（0877）23-5500

元気なお子様を 
しっかりサポート 

 

〒760-0018 高松市天神前5-18　ルモンド田中4Ｆ ホームページ 
http://www.kagawakenminkyosai.or.jp/

こども型 

こども型 こども型 

60～85歳 
まで幅広く保障 

熟年型 

入院保障も 
死亡保障も 
セットされた 

総合保障型 

総合型 
熟年型 

0歳 60歳 85歳 18歳 
※ 

65歳 
※ 伊藤スイミングスクールは「公認水泳教師」が在籍し、 

“安心して指導が受けられる”施設です。 

水泳は護身術！ 身を護り、体も心も鍛えます 

㈱伊藤スイミングスクール・レディネススポーツクラブ 

伊藤伊藤
 

スイミ
ングで

 

楽しく上
達上達！！
 

伊藤
 

スイミ
ングで

 

楽しく上
達！！ 

スクール生 
募集！！ 

レディネススポーツクラブ 丸亀校 

薔0120-28-6811
丸亀市郡家町1556-1

薔0120-25-0450
丸亀市土器町東6丁目441

「無料体験無料体験 
　　　　いつでもOK!!OK!!」 
「無料体験 
　　いつでもOK!!」 

時間時間など詳細詳細は、各校各校までお問い合わせください。 時間など詳細は、各校までお問い合わせください。 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 
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演
「
お
薬
の
上
手
な
つ
き

　
あ
い
方
」 

■料
無
料 

■問
同
病
院
（
蘂
2
3
―
3
1
1
1
） 

 

善
通
寺
看
護
学
校
学
生
祭
公
開
講
座 

■時
9
月
２３
日
豢
午
前
１０
時
半
〜
１１
時
半 

■所
善
通
寺
病
院
附
属
善
通
寺
看
護
学

　
校
（
善
通
寺
市
） 

■内
講
座
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
　 

　
災
害
対
策
今
で
き
る
こ
と
」 

■問
同
看
護
学
校
（
蘂
6
2
―
3
6
8
 

　
8
） 

 

無
料
調
停
相
談
会 

■時
9
月
１５
日
貅
午
前
9
時
半
〜
午
後

　
3
時 

■所
市
民
会
館
1
階
展
示
室 

■内
交
通
事
故
、
多
重
債
務
、
近
隣
関

　
係
、
相
続
関
係
な
ど
相
談
内
容
は

　
自
由 

■問
丸
亀
調
停
協
会
（
蘂
2
3
―
5
2
 

　
7
0
） 

 「
救
急
の
日
」
特
別
公
開
講
座 

■時
9
月
9
日
貊
午
後
7
時 

■所
ア
イ
レ
ッ
ク
ス 

■定
3
0
0
人 

■内
総
合
南
東
北
病
院
・
今
井
茂
樹
医

　
師
に
よ
る
講
演
「
東
日
本
大
震
災

　
と
福
島
原
発
事
故
―
放
射
線
科
医

　
か
ら
見
た
現
場
医
療
の
実
際
―
」 

■料
無
料 

■問
綾
歌
地
区
医
師
会
（
蘂
0
8
7
― 

　
8
7
6
―
0
3
2
9
） 

 

く
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー 

■時
毎
週
月
〜
金
曜
・
毎
月
第
3
土
曜

　
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
１０
時
〜
午

　
後
5
時 

■所
同
セ
ン
タ
ー 

　
（
土
器
町
東
） 

■内
生
活
・
法
律
相

　
談
、
労
働
相

　
談
な
ど 

■料
無
料 

■問
同
セ
ン
タ
ー
（
蘂
2
4
―
2
1
6
 

　
6
） 

   

戦
没
者
遺
児
に
よ
る 

慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
参
加
者 

　
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、
父
な

ど
が
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
や
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
行
い
ま
す
。 

■料
１０
万
円 

■問
実
施
地
域
や
日
程
な
ど
、
詳
し
く

　
は
譛
日
本
遺
族
会
事
務
局
（
蘂
0
 

　
3
―
3
2
6
1
―
5
5
2
1
） 

 

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座 

■時
１０
月
２７
日
貅
、
１１
月
4
日
貊
、
１０

　
日
貅
、
１７
日
貅
午
前
9
時
半
〜
１１ 

　
時
半 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
4
階
（
１１
月 

　
１０
日
の
み
就
労
継
続
支
援
B
型
事

　
業
所
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
） 

■対
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　
動
に
関
心
が
あ
る
人 

■定
２５
人
（
申
込
順
） 

■料
無
料 

■申
１０
月
２０
日
貅
ま
で
に
中
讃
保
健
福

　
祉
事
務
所（
蘂
2
4
―
9
9
6
3
） 

 

土
地
の
筆
界（
境
界
）相
談
所 

■時
１０
月
5
日
貉
午
前
9
時
〜
午
後
5

　
時 

■所
高
松
法
務
局
丸
亀
支
局
3
階 

■申
9
月
２０
日
貂
〜
３０
日
貊
ま
で
の
平

　
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
ま
で
に
、

　
同
局
筆
界
特
定
室
（
蘂
0
8
7
―

　
8
5
1
―
6
3
8
4
） 

 

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員 

■対
市
内
在
住
で
６０
歳
以
上
の
人
 

■内
植
木
の
剪
定
、
除
草
、
草
刈
り
、

　
清
掃
、
筆
耕
、
家
事
手
伝
い
な
ど

　
の
軽
作
業 

《
入
会
説
明
会
》 

■時
毎
月
第
2
・
4
木
曜
午
前
１０
時 

■所
同
セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
幸
町
） 

■問
同
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
蘂
2
3
―

　
6
2
1
5
） 

 

県
立
高
等
技
術
学
校
丸
亀
校
か
ら 

●
社
会
保
険
制
度
事
務
講
習 

■時
9
月
２７
日
貂
、
１０
月
5
日
貉
、
１１ 

　
日
貂
午
後
1
時
１０
分
〜
5
時
１０
分

　
（
全
3
回
） 

■所
同
校 

■対
在
職
者（
社
会
保
険
事
務
初
心
者
） 

■定
１５
人 

■内
社
会
保
険
制
度
の
基
礎
知
識
や
実

　
務
手
続
き
の
講
習 

■料
3
2
6
0
円 

締
め
切
り
＝
9
月
２６
日
豺 

●
税
務
講
習
受
講
者 

■時
１０
月
１８
日
貂
、
２５
日
貂
、
１１
月
1

　
日
貂
午
後
1
時
１０
分
〜
5
時
１０
分

　
（
全
3
回
） 

■所
同
校 

■対
在
職
者 

■定
１５
人 

■内
税
金
の
基
礎
的
な
知
識
の
習
得 

■料
3
0
0
0
円 

締
め
切
り
＝
１０
月
１１
日
貂 

■申
同
校
（
蘂
2
2
―
2
6
3
3
） 

 

ア
イ
レ
ッ
ク
ス
・
市
民
会
館
か
ら 

《
う
た
ご
え
喫
茶
》 

　
懐
か
し
い
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
歌

お
う
。 

■時
１０
月
8
日
貍
午
後
1
時
半
〜
3
時

　
半 

■所
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
大
研
修
室 

■定
６０
人
（
申
込
順
） 

■料
1
2
0
0
円
（
ド
リ
ン
ク
１
杯
、

　
歌
詞
集
貸
し
出
し
） 

■申
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
（
蘂
8
6
―
6
8
 

　
0
0
） 

《
2
0
1
1
ま
る
が
め
第
九
演
奏
会

合
唱
団
員
》 

■時
１２
月
１８
日
豸
午
後
2
時
開
演 

■所
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
大
ホ
ー
ル 

■申
市
民
会
館（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

   

《
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
受
講
生
》 

　
ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
ヨ
ー
ガ
、
ウ
ク
レ

レ
、
歌
声
コ
ー
ラ
ス
な
ど
の
受
講
生

を
随
時
募
集
。
有
料
。 

■申
市
民
会
館（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

 

せ
ん 

て
い 



●ついに広報デビュ
ーの我が家の愛犬（5
ページ要チェック）。

大好物は、熱中症対策で食べさせている氷
です。（くぅちゃん）●ゴーヤ、バナナ、牛乳、
はちみつ、氷をミキサーで細かく混ぜると
ゴーヤジュースの完成です。是非お試しく
ださい♪（凛）●秋祭りに向けて獅子舞の
練習が始まった。太鼓の音が地域をつなぐ
気がする。（もり）●本市出身のスターが相
次いで誕生。笑顔に笑顔。感謝と感動の拍
手は多いほどいい。祝で歓で乾杯（中年明） 

ほっ
と 

一息
 
編 集

 室 

 

香
川
高
等
専
門
学
校
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス 

公
開
講
座
受
講
者 

　
歴
史
・
思
想
家
の
E
・
H
・
カ
ー
の

著
書
「
歴
史
と
は
何
か
」
を
一
緒
に

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

■時
１０
月
8
日
〜
１１
月
１９
日
の
毎
週
土

　
曜
（
１０
月
２９
日
を
除
く
）
午
前
１０

　
時
〜
正
午 

■所
同
校 

■定
8
人
（
申
込
順
） 

■料
7
4
0
0
円
（
全
6
回
） 

■他
「
歴
史
と
は
何
か
」(

岩
波
新
書)

　
を
持
参 

■申
9
月
１２
日
豺
か
ら
同
校
（
蘂
0
8
 

　
7
5
―
8
3
―
8
5
0
7
） 

 

ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者 

■時
9
月
２５
日
豸
午
前
6
時
２０
分
市
民

　
会
館
前
集
合 

■所
塔
ノ
丸
（
徳
島
県
三
好
市
） 

■料
4
3
0
0
円 

■申
9
月
２１
日
貉
ま
で
に
、
し
わ
く
ハ

　
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
秋
山
さ
ん
（
蘂

　
2
2
―
2
9
6
8
） 

 

じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
1 

劇
団
カ
ッ
パ
座
公
演
観
覧
者 

■時
１０
月
8
日
貍
午
後
1
時
〜
2
時
４０
分 

■所
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
大
ホ
ー

　
ル
（
高
松
市
） 

■定
1
5
0
0
人（
多
数
の
場
合
抽
選
） 

■内
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
三
匹
の
こ
ぶ
た
」

　
「
は
だ
か
の
王
様
」 

■申
往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、住
所
、

　
氏
名
、
電
話
番
号
、
入
場
希
望
人

　
数
（
5
人
ま
で
）
を
記
入
し
、
9

　
月
１６
日
貊
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

　
〒
7
6
0
―
8
5
7
0
香
川
県
庁

　
人
権
・
同
和
政
策
課 

■問
県
人
権
・
同
和
政
策
課
（
蘂
0
8

　
7
―
8
3
2
―
3
2
0
1
） 

 
サ
イ
ク
リ
ン
グ
参
加
者 

■時
9
月
１１
日
豸
午
前
8
時
半
市
役
所

　
前
集
合 

■所
満
濃
池
森
林
公
園（
ま
ん
の
う
町
） 

■他
手
袋
、帽
子
、水
筒
、雨
具
を
持
参 

■問
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
・
山
下
さ

　
ん
（
蘂
2
2
―
3
6
6
0
） 

 

第
3
回 

四
国
て
ん
と
う
虫
マ
ラ
ソ
ン 

■時
１１
月
１３
豸
午
前
9
時
受
け
付
け 

■所
県
総
合
運
動
公
園
（
高
松
市
） 

種
目
＝
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
3
・
4
誅
、

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
4
・
6
誅
、
マ
ラ
ソ

　
ン
１１
・
5
誅
� 

■料
1
0
0
0
〜
2
0
0
0
円 

■他
障
害
が
あ
る
人
、
な
い
人
、
伴
走

　
者
や
車
椅
子
な
ど
で
の
参
加
も
可
。 

■申
9
月
３０
日
貊
ま
で
に
、
同
大
会
事

　
務
局
（
蘂
0
8
7
―
8
8
7
―
8
 

　
4
6
0
） 

 

健
康
じ
ゅ
く
！ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

蘂
2
4
―
8
9
3
3

「
介
護
予
防
で 

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
」 

 
●おはなし会 
飯山図書館＝9月10日貍 
　　　　　　午後2時 
中央図書館＝9月24日貍 
　　　　　　午後3時 
●子ども日曜TVシアター 
日時＝9月4日豸午後1時半、 
　　　18日豸午後2時 
場所＝中央図書館 
対象＝幼児・小学生 
●ブックバンク（本の交換会） 
日時＝9月18日豸  
　　　午前10時～午後2時 
場所＝中央図書館 

●ブックスタート 
　（3か月健診時） 
飯山総合保険福祉センター 

＝9月2日貊 
ひまわりセンター 

＝9月6日貂、13日貂 
●昔なつかし紙芝居 
日時＝9月10日貍 
　　　午後1時半 
場所＝中央図書館 
対象＝幼児・小学生 
●けろっと劇団人形劇 
日時＝9月18日豸 
　　　午後1時半～2時 
場所＝中央図書館 

●中央図書館（蘂22-3746） 
　12日、19日、23日、26日、30日 

●綾歌図書館（蘂86-5915） 
　5日、12日、19日、21日～30日 

●飯山図書館（蘂98-2666） 
　5日、19日、23日、30日 

『ガラスの芸術～岩田藤七作品集』 
岩田藤七・著（講談社） 

　ガラス工芸は炎の芸術であり、瞬間の決定する美術である。
燃えさかる炉の炎であぶり、冷めるまでの数秒で巧みに整形
する。その美のセンスと熟達の技から生まれた作品集。 

『40歳からの人生を楽しむ本』 
米山公啓・著（学研） 

『くまのオットーとえほんのおうち』 
ケイティ・クレミンソン・絵（岩崎書店） 

　絵本のお話のくま、オットーには特別な秘密があります。誰も
見ていない時に絵本から出て行くのです。外の世界はどうなって
いるんだろう。小さなくまオットーの秘密の大冒険がはじまります。 

　素敵な60歳か、老けた60歳か。運命の分かれ道は40代にありま
す。「駅の反対側を散歩する」「小学生の同窓会に参加する」「自分
の行動に値段をつける」など、人生の後半を楽しむための習慣を提案。 

9月の休館日 

２３ 
広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 

１８ ２２ 

　
人
は
、
加
齢
と
と
も
に
身
体
の
様
々

な
機
能
が
低
下
し
、
今
ま
で
で
き
て
い

た
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
が
原
因
で
、
介
護
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
下
半
身
の
筋
力
が
低
下
し

て
つ
ま
ず
き
や
す
く
な
る
↓
布
団
カ
バ

ー
が
引
っ
か
か
り
転
び
そ
う
に
な
る
↓

転
び
や
す
い
の
で
外
出
す
る
の
が
不
安 

に
な
る
↓
次
第
に
外
出
し
な
く
な
る
。

そ
し
て
、
食
欲
が
落
ち
、
体
調
を
崩
す

と
い
う
悪
循
環
が
起
こ
り
、
介
護
が
必

要
に
な
り
ま
す
。 

　
介
護
予
防
の
考
え
方
は
、
介
護
が
必

要
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
の
原
因
の

発
生
を
食
い
止
め
、
現
在
の
状
態
を
維

持
・
改
善
す
る
こ
と
で
す
。 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護

予
防
事
業
で
、
年
に
１
回
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
で
要
介
護
認
定
者
以
外
に
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
送
付
し
て
、
自

分
の
状
態
を
確
認
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
25
項
目
の
質
問
で
、
筋
力
の
低
下

の
可
能
性
な
ど
を
確
認
す
る
項
目
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
で
生
活
機

能
低
下
の
恐
れ
が
あ
る
人
に
、
介
護
予

防
相
談
の
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
介
護

予
防
体
操
を
月
１
回
市
内
８
か
所
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た
り
、

介
護
予
防
の
知
識
な
ど
に
つ
い
て
、
市

の
出
前
講
座
や
講
演
会
な
ど
で
説
明
し

た
り
し
て
い
ま
す
。 

　
介
護
予
防
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
本
人
の
や

る
気
で
す
。そ
し
て
、

今
あ
る
能
力
や
今
ま

で
使
っ
て
い
な
か
っ
た
能
力
を
生
か
す

こ
と
で
す
。 

　
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
、
持
続
し
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
新
た
に
や
っ
て
み

よ
う
と
す
る
思
い
を
大
切
に
し
て
、
い

き
い
き
と
し
た
生
活
を
続
け
ま
し
ょ
う
。 

　
介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。 

矢部 望美 ピアノコンサート 矢部 望美 平成23年度 
丸亀市若手芸術家 
支援事業 ピアノコンサート 

ピアノ 

矢部望美（綾歌町出身） 
２００３年　高松第一高校音楽科卒業 
２００７年　愛知県立芸術大学音楽学部 
２００８年　ピアノ専攻卒業後ウィーン私立
　　　　音楽大学に留学中 

♪プログラム♪ 
ベートーヴェン　ピアノソナタ第31番変イ長調Op.110 
シューベルト　ヴァイオリンとピアノのためのソナタ第1番ニ長調D384 
バーンスタイン　「ウエストサイド物語」よりシンフォニックダンスなど 

日時　9月11日豸午後2時開演（1時半開場） 
場所　アイレックス大ホール　※500台の無料駐車場あり 
料金　中学生以上500円（東日本大震災復興支援のため全てを募金 
　　　させていただきます） 
問い合わせ　文化観光課 蘂24-8822

ヴァイオリン 大矢祐歌 
モスクワ音楽院卒業 

エレクトーン 高島綾音 
坂出高等学校音楽科卒業 
ヤマハ音楽院大阪校卒業 螫 

《賛助出演》 

第3回丸亀ビッグバンド 
ジャズフェスティバル 
日時日時＝9月2525日豸  
　　　午後　　　午後0時半時半～5時 
場所場所＝猪熊弦一郎猪熊弦一郎 
　　　現代美術館　　　現代美術館 
　　　　　　ゲートプラザ 
出演出演＝県内県内アマチュア5団体団体、 
　　　　　　スペシャルゲスト：小池修小池修さん 
　　　　　　（サックス） 
問い合わせ問い合わせ＝文化観光課＝文化観光課    
　　　蘂　　　蘂24-882224-8822

第3回丸亀ビッグバンド 
ジャズフェスティバル 

MIMOCAゲートプラザ 
文化発信プロジェクト vol.11

日時＝9月25日豸  
　　　午後0時半～5時 
場所＝猪熊弦一郎 
　　　現代美術館 
　　　ゲートプラザ 
出演＝県内アマチュア5団体、 
　　　スペシャルゲスト：小池修さん 
　　　（サックス） 
問い合わせ＝文化観光課  
　　　蘂24-8822

図書図書館 行こう！ 図書館 行こう！ へ 

宮野宮野病院病院 

みやの外来外来クリニック 

丸亀市中府町4-13-28  TEL22-3171

TEL25-2444

http://www.miyano-hp.com

蘆特別養護老人ホーム　青 の 山 荘 
蘆介護老人保健施設　あおのやま 
蘆養 護 老 人 ホ ーム　綾　歌　荘 

■内科・胃腸内科・内視鏡内科・腎臓内科・透析内科 

■内　科 

看護師 
募集中 

関連 
施設 



ミズアオイ ミズアオイ 

野生のものが姿を消すなど、絶滅が危
惧されていましたが、市内では毎年植
え続けたことで、自生するようになり
ました。（土器川生物公園） 

花 便 り 今月の見ごろ今月の見ごろ 今月の見ごろ 

山内 俐乃ち
ゃ
ん（左） 

やま うち り の 

湘司ち
ゃ
ん（右） 

じょう じ 

（H19.7.16生） 

（H21.6.4生） 

垂 水 町  

2人の笑顔が大好きだよ螢 
そのままで、元気に大きくなってね！ 

わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家の 

アイドル 
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近　藤　虎　空ち
ゃ
ん 

こん どう 

（H22.2.28生） 
金 倉 町  

わが家のちび王子様螢 
元気で強い男の子に育ってね螢 

四国新聞販売㈱に委託し、市内の全世帯（※一部地域を除く）に配布しています。配布のお問い合わせは、同社（薔0120-494459）までご連絡ください。 
※城乾地区は同コミュニティセンター（蘂21-0012）へお問い合わせください。 ２４ 
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▲やっぱり手が大きいなあ 
▲横断幕の前で親方と共に 

8.4
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郷土力士が十両昇進 
　垂水小学校4年生のときに本格的に相撲を始め、小豆島

の内海中学を卒業後、相撲界入りした琴勇輝関。初土俵か

ら20場所目で十両昇進を果たし、師匠の佐渡ケ嶽親方と

ともに昇進報告で市長を表敬

訪問しました。 

　市長から「厳しい世界だと

思うが、これからもがんばっ

てください」と声をかけられ

た琴勇輝関は「稽古に励み、

前に出る突き押し相撲で上を

目指します」と今後の意気込

みを話してくれました。 

丸亀市出身の前田さんに国民栄誉賞 
　F I FA女子ワールドカップで優勝した「なでしこジ
ャパン」。勝利に貢献したゴールキーパーの海堀選手を

指導したのが、飯野町出身の前田信弘さん。東中・丸亀

高校・同志社大学を経て、Ｊリーグのヴェルディ川崎に

入団するなど選手として活躍した後、平成19年からなで

しこジャパンのゴールキーパーコーチに就任しました。 

　優勝報告のために帰郷した前田さんは「地元に帰って

多くの人に祝福してもらいました。なでしこジャパンを

見た子どもたち、特に女子のサッカー人口が増えてくれ

たらうれしいですね」と笑顔で話してくれました。 
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